
消
防
学
校

環
境
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー 対
象
機
関 福

島
県
監
査
委
員
会

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

３
月
７
日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

１
月
23日

平
成
20年

１
月
10日

平
成
20年

１
月
22日

職
員
調
査
年
月
日

会
津
若
松
看
護

専
門
学
院

総
合
衛
生
学
院

女
性
の
た
め
の

相
談
支
援
セ
ン

タ
ー 対
象
機
関

消
防
学
校

環
境
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー 対
象
機
関

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

２
月
13日

実
施
年
月
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

３
月
７
日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

１
月
11日

平
成
20年

１
月
16日

平
成
20年

１
月
23日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
20年

１
月
23日

平
成
20年

１
月
10日

平
成
20年

１
月
22日

職
員
調
査
年
月
日

監
査
公
表
第
９
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
定
期
監
査
の

結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
20年
５
月
16日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
野
崎
直
実

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

１
監
査
実
施
期
間
平
成
20年
２
月
５
日
～
平
成
20年
３
月
７
日

２
監
査
対
象
機
関
公
所
61箇
所

３
監
査
の
結
果

監
査
は
､
平
成
18会
計
年
度
及
び
平
成
19会
計
年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
(安
積
高
等
学
校
は

平
成
19会
計
年
度
の
事
務
)
に
つ
い
て
実
施
し
た
｡

�
生
活
環
境
部

監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
保
健
福
祉
部

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
支
出
事
務
に
お
い
て
､
内
部
牽
制
が
機
能
し
て
い
な
い
｡

｢事
実
｣
平
成
17年
度
に
係
る
一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
に
つ
い
て
契
約
を
行
っ
た
が
､
支

出
負
担
行
為
及
び
支
出
手
続
を
行
わ
な
い
ま
ま
出
納
整
理
期
間
が
経
過
し
た
た
め
､
平

成
17年
度
に
よ
る
支
払
い
が
不
能
と
な
り
､
平
成
19年
１
月
19日
に
過
年
度
支
出
し
て

い
る
｡
契
約
金
額
259,200円

契
約
期
間
平
成
17年
４
月
１
日
～
平
成
18年
３
月
31日

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

支
出
の
事
務
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
と
と
も
に
､

事
務
の
進
捗
管
理
と
点
検
確
認
を
行
い
､
内
部
牽
制
体
制
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
｡

(女
性
の
た
め
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
物
品
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
､
複
数
年
に
わ
た
る
継
続
使
用
を
意
図
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
､
単
年
度
の
契
約
を
結
び
､
翌
年
度
以
降
は
随
意
契
約
に
よ
り
契
約
更
新
を
し
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毎
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火
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金
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発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
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目

次

福
島
県
監
査
委
員
会
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福
島
東
高
等
学

校 福
島
西
高
等
学

校 橘
高
等
学
校

福
島
高
等
学
校

対
象
機
関

い
わ
き
家
畜
保

健
衛
生
所

相
双
家
畜
保
健

衛
生
所

会
津
家
畜
保
健

衛
生
所

県
南
家
畜
保
健

衛
生
所

県
北
家
畜
保
健

衛
生
所

対
象
機
関

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

３
月
７
日

実
施
年
月
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

３
月
７
日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
施
方
法

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

１
月
22日

平
成
20年

１
月
22日

平
成
20年

１
月
18日

平
成
20年

１
月
23日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
20年

１
月
30日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

１
月
17日

平
成
20年

１
月
22日

職
員
調
査
年
月
日

大
沼
高
等
学
校

喜
多
方
高
等
学

校 若
松
商
業
高
等

学
校

会
津
学
鳳
高
等

学
校

葵
高
等
学
校

小
野
高
等
学
校

船
引
高
等
学
校

石
川
高
等
学
校

白
河
旭
高
等
学

校 白
河
高
等
学
校

長
沼
高
等
学
校

清
陵
情
報
高
等

学
校

郡
山
高
等
学
校

郡
山
東
高
等
学

校 安
積
黎
明
高
等

学
校

安
積
高
等
学
校

安
達
東
高
等
学

校 保
原
高
等
学
校

川
俣
高
等
学
校

福
島
東
高
等
学

校 福
島
西
高
等
学

校

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
13日

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

平
成
20年

１
月
17日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

１
月
18日

平
成
20年

１
月
30日

平
成
20年

１
月
16日

平
成
20年

１
月
18日

平
成
20年

１
月
11日

平
成
20年

１
月
16日

平
成
20年

１
月
16日

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

１
月
18日

平
成
20年

１
月
11日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

１
月
11日

平
成
20年

１
月
10日

平
成
20年

１
月
16日

平
成
20年

１
月
10日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

１
月
23日

平
成
20年

１
月
22日

平
成
20年

１
月
22日

て
い
る
｡
(総
合
衛
生
学
院
)

�
単
身
赴
任
手
当
が
不
足
支
給
(１
人
67,500円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(総
合
衛
生
学
院
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
農
林
水
産
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
単
身
赴
任
手
当
が
不
足
支
給
(１
人
90,000円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(県
北
家
畜
保
健
衛

生
所
)

�
単
身
赴
任
手
当
が
不
足
支
給
(１
人
15,000円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(県
南
家
畜
保
健
衛

生
所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
教
育
庁
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い
わ
き
養
護
学

校 平
養
護
学
校

猪
苗
代
養
護
学

校 会
津
養
護
学
校

石
川
養
護
学
校

須
賀
川
養
護
学

校 大
笹
生
養
護
学

校 聾
学
校
平
分
校

聾
学
校

い
わ
き
翠
の
杜

高
等
学
校

新
地
高
等
学
校

相
馬
高
等
学
校

双
葉
高
等
学
校

浪
江
高
等
学
校

四
倉
高
等
学
校

勿
来
高
等
学
校

い
わ
き
総
合
高

等
学
校

平
商
業
高
等
学

校 坂
下
高
等
学
校

大
沼
高
等
学
校

喜
多
方
高
等
学

校

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

１
月
17日

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

１
月
17日

平
成
20年

１
月
10日

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

１
月
11日

平
成
20年

１
月
31日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

１
月
17日

平
成
20年

１
月
16日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

１
月
31日

平
成
20年

１
月
30日

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

１
月
31日

平
成
20年

１
月
17日

平
成
20年

２
月
６
日

い
わ
き
養
護
学

校 平
養
護
学
校

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

音
高
純
夫

�
野
宏
之

書
面
監
査

書
面
監
査

平
成
20年

２
月
５
日

平
成
20年

２
月
７
日

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
授
業
料
の
収
入
事
務
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
新
入
生
の
４
月
分
授
業
料
に
つ
い
て
､
入
学
日
に
PTA会

費
等
の
諸
納
金
と
と
も
に

現
金
を
預
か
り
､
校
長
名
義
の
任
意
の
｢船
校
19年
度
入
学
生
｣
預
金
口
座
に
入
金
し
､

そ
の
後
､
同
口
座
か
ら
払
戻
し
を
し
て
現
金
等
納
付
書
に
よ
り
納
入
し
､
翌
月
に
免
除

者
に
対
し
て
返
金
処
理
を
行
っ
て
い
る
｡

１
入
学
を
許
可
し
た
日

平
成
19年
４
月
10日

２
調
定
年
月
日

平
成
19年
４
月
10日

３
調
定
額

1,920,000円
(9,600円

×
200名

)
４
県
の
収
入
と
し
た
日

平
成
19年
４
月
24日

５
授
業
料

1,728,000円
｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

授
業
料
の
収
入
事
務
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

(船
引
高
等
学
校
)

�
通
勤
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
教
員
Ａ
に
係
る
通
勤
手
当
に
つ
い
て
､
認
定
額
の
誤
り
に
加
え
､
高
速
自
動
車
国
道

を
利
用
し
な
い
日
数
が
１
月
の
勤
務
を
要
す
る
日
の
う
ち
７
日
を
超
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
､
高
速
自
動
車
国
道
等
利
用
職
員
と
し
た
場
合
の
手
当
額
を
支
給
し
た
た
め
､

過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡18年
度

19年
度

正
当
支
給
額

632,409円
455,385円

既
支
給
額

952,500円
617,575円

過
支
給
額

320,091円
162,190円

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

通
勤
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給
要
件
を
十
分
に
確
認
の
上
､
適
正
に
行
う

こ
と
｡

(船
引
高
等
学
校
)

�
証
紙
収
入
の
事
務
処
理
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
高
等
学
校
入
学
の
誓
約
書
に
貼
付
さ
れ
た
収
入
証
紙
に
つ
い
て
､
消
印
さ
れ
て
い
な

い
も
の
が
あ
る
｡
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１
年
１
組
40件

226,000円
(5,650円

×
40件
)

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

証
紙
収
入
の
事
務
処
理
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
と
と
も

に
､
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
｡

(い
わ
き
総
合
高
等
学
校
)

�
委
託
料
の
支
払
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
平
成
17年
度
の
消
防
用
設
備
保
守
管
理
業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て
､
年
２
回
の
点
検

終
了
後
に
各
157,500円

を
支
払
う
契
約
と
し
て
い
る
が
､
２
回
目
の
点
検
を
平
成
18

年
１
月
24日
に
実
施
し
､
当
日
履
行
確
認
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
平
成
18年
６

月
９
日
に
過
年
度
支
出
し
て
い
る
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

委
託
料
の
支
払
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

(石
川
養
護
学
校
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
扶
養
手
当
が
過
支
給
(２
人
4,500円

)
､
ま
た
､
通
勤
手
当
が
不
足
支
給
(１
人
12,440

円
)
と
な
っ
て
い
る
｡
(橘
高
等
学
校
)

�
建
物
使
用
料
に
つ
い
て
､
４
か
月
以
上
遅
れ
て
調
定
し
て
い
る
｡
(福
島
西
高
等
学
校
)

�
授
業
料
の
免
除
決
定
を
見
込
ん
で
24名
分
を
調
定
し
て
い
な
い
｡
(福
島
西
高
等
学
校
)

�
警
備
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
く
事
前
提
出
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
｡
(福
島
西
高
等

学
校
)

�
新
機
器
に
更
新
し
撤
去
し
た
旧
電
子
機
器
に
つ
い
て
､
不
用
決
定
等
の
手
続
き
が
さ
れ
て

い
な
い
｡
(福
島
西
高
等
学
校
)

�
週
休
日
の
振
替
・
半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
簿
の
整
理
が
適
切
で
な
い
｡
(福
島
西

高
等
学
校
)

�
授
業
料
収
入
が
遅
延
(３
か
月
以
上
､
31件

355,200円
)
し
て
い
る
｡
(川
俣
高
等
学

校
)

�
週
休
日
の
振
替
が
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
､
振
替
を
し
て
い
る
｡
(安
積
高
等
学
校
)

�
通
勤
手
当
が
過
支
給
(１
人
14,070円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(郡
山
高
等
学
校
)

�
授
業
料
の
納
入
義
務
者
､
金
額
等
を
特
定
し
な
い
ま
ま
収
入
未
済
額
の
繰
越
調
定
を
行
っ

て
い
る
｡
(白
河
高
等
学
校
)

�
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
当
た
り
､
使
用
料
の
額
等
を
明
記
し
て
い
な
い
｡
ま
た
､
使
用

料
を
使
用
実
績
に
基
づ
い
て
調
定
し
て
い
る
｡
(白
河
高
等
学
校
)

�
建
物
改
造
工
事
に
伴
い
県
有
財
産
台
帳
の
記
載
事
項
を
変
更
す
べ
き
と
こ
ろ
､
異
動
の
報

告
を
し
て
い
な
い
｡
(白
河
高
等
学
校
)

�
授
業
料
収
入
に
つ
い
て
､
免
除
を
見
込
ん
で
57名
分
を
調
定
し
て
い
な
い
｡
(小
野
高
等

学
校
)

�
超
過
勤
務
手
当
が
不
足
支
給
(３
人
12,784円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(小
野
高
等
学
校
)

�
外
部
団
体
が
校
内
で
実
施
す
る
英
語
検
定
試
験
に
つ
い
て
行
政
財
産
使
用
許
可
を
行
っ
て

お
ら
ず
､
行
政
財
産
使
用
料
及
び
管
理
経
費
を
徴
収
し
て
い
な
い
｡
(会
津
学
鳳
高
等
学

校
)

�
授
業
料
の
免
除
決
定
前
に
減
額
調
定
を
し
て
い
る
｡
(い
わ
き
総
合
高
等
学
校
)

�
住
居
手
当
に
つ
い
て
､
決
定
の
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
支
給
し
て
い
る
｡
(い
わ
き
総
合

高
等
学
校
)

�
過
年
度
分
扶
養
手
当
の
過
支
給
額
返
納
手
続
に
お
い
て
､
返
納
決
定
後
直
ち
に
調
定
す
べ

き
と
こ
ろ
､
１
か
月
以
上
遅
延
し
て
行
っ
て
い
る
｡
(い
わ
き
総
合
高
等
学
校
)

�
は
が
き
の
一
部
の
出
納
に
つ
い
て
出
納
簿
記
載
に
よ
る
管
理
を
行
っ
て
い
な
い
｡
(い
わ

き
総
合
高
等
学
校
)

�
重
要
物
品
に
つ
い
て
､
物
品
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(双
葉
高
等
学
校
)

�
通
勤
手
当
が
過
支
給
(１
人
60,000円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(相
馬
高
等
学
校
)

�
高
等
学
校
授
業
料
は
調
定
要
件
が
整
っ
た
時
点
で
直
ち
に
調
定
す
べ
き
と
こ
ろ
､
平
成
19

年
４
月
分
に
つ
い
て
収
入
後
に
､
遡
っ
て
収
入
調
定
を
行
っ
て
い
る
｡
(新
地
高
等
学
校
)

�
祝
日
の
勤
務
に
つ
い
て
､
週
休
日
の
振
替
を
し
て
い
る
｡
(い
わ
き
翠
の
杜
高
等
学
校
)

�
予
算
配
分
額
を
十
分
に
考
慮
し
な
い
で
旅
行
命
令
を
発
し
た
た
め
､
旅
費
の
支
払
い
が
遅

延
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡
(石
川
養
護
学
校
)

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
県
立
学
校
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
電
力
受
給
契
約
締
結
の
継
続
等
に
つ
い
て

検
討
を
求
め
た
｡

相
馬
高
等
学
校
に
お
い
て
､
太
陽
光
発
電
設
備
か
ら
発
生
す
る
余
剰
電
力
を
電
力
会

社
に
売
電
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
電
力
量
計
(メ
ー
タ
ー
)
の
取
替
工
事
を
実
施

し
て
い
る
｡

当
該
太
陽
光
発
電
設
備
は
､
県
内
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進
､
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
性
の
ア
ピ
ー
ル
､
県
民
へ
の
導
入
の
促
進
等
の
た
め
平
成
14年
度
に

設
置
し
､
平
成
15年
度
か
ら
は
電
力
会
社
と
の
電
力
受
給
契
約
に
基
づ
き
売
電
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
､
電
力
会
社
と
の
電
力
量
計
に
関
す
る
覚
書
に
よ
り
､
当
該
電
力
量

計
は
､
県
が
計
量
法
施
行
令
第
18条
に
基
づ
き
５
年
ご
と
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
､

ま
た
､
計
量
法
第
73条
に
基
づ
き
10年
ご
と
に
変
成
器
を
交
換
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
｡太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
効
果
に
つ
い
て
は
､
自
家
消
費
に
よ
る
電
気
料
金
の
削
減

効
果
は
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
も
の
の
､
売
電
の
効
果
に
つ
い
て
は
､
電
力
量
計
及
び
変

成
器
の
定
期
的
な
交
換
の
た
め
の
費
用
と
平
成
15年
度
か
ら
の
売
電
に
よ
る
収
入
な
ど

を
勘
案
す
る
と
､
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
そ
の
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

相
馬
高
等
学
校
の
太
陽
光
発
電
設
備
は
､
国
庫
補
助
の
適
用
を
受
け
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
､
県
の
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
勘
案
す
る
と
､
現
在
､
太
陽
光
発
電
設
備
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会
津
美
里
警
察

署 会
津
坂
下
警
察

署 猪
苗
代
警
察
署

小
野
警
察
署

三
春
警
察
署

本
宮
警
察
署

伊
達
警
察
署

桑
折
警
察
署

対
象
機
関

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

２
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

２
月
14日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

２
月
６
日

平
成
20年

３
月
７
日

平
成
20年

３
月
７
日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
施
方
法

平
成
20年

１
月
10日

平
成
20年

１
月
18日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

１
月
17日

平
成
20年

１
月
10日

平
成
20年

１
月
11日

平
成
20年

２
月
13日

平
成
20年

２
月
14日

職
員
調
査
年
月
日

会
津
美
里
警
察

署
平
成
20年

２
月
14日

加
藤
雅
美
音
高
純
夫
実
地
監
査

平
成
20年

１
月
10日

を
設
置
し
て
い
る
橘
高
等
学
校
な
ど
相
馬
高
等
学
校
以
外
の
県
立
高
校
も
含
め
､
今
後
､

県
立
学
校
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
電
力
受
給
契
約
締
結
の
継
続
等
に
つ
い

て
､
経
済
性
､
有
効
性
の
観
点
か
ら
電
力
量
計
等
の
更
新
を
し
な
い
方
向
で
検
討
を
要

す
る
｡

(相
馬
高
等
学
校
､
本
庁
検
討
)

○
意
見

�
県
立
学
校
配
置
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て

県
立
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
(以
下
SC
と
略
す
｡
)
の
雇
用
は
､
県
､

PTA､
両
者
混
合
に
よ
る
も
の
に
分
か
れ
て
い
る
｡
そ
の
う
ち
PTA負

担
に
よ
る
も
の
は
､

設
置
要
綱
を
定
め
守
秘
義
務
や
学
校
長
の
責
任
等
を
明
確
に
し
て
い
る
も
の
､
SC
と
PTA

と
の
契
約
の
み
で
学
校
は
関
与
し
な
い
も
の
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
｡
そ
の
結
果
､
受
入

体
制
が
十
分
で
な
い
も
の
､
教
員
と
の
情
報
交
換
､
情
報
管
理
､
教
員
や
保
護
者
に
対
す

る
援
助
活
動
等
の
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
｡
そ
こ
で
､

SC
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
､
課
題
は
何
か
等
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
､
適
切
な
対
応
を
指
導
す
べ
き
で

あ
る
｡

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
警
察
本
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
通
勤
手
当
が
過
支
給
(2人
40,600円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(三
春
警
察
署
)

�
旅
費
の
支
給
が
３
か
月
以
上
遅
延
し
て
い
る
｡
(猪
苗
代
警
察
署
)

�
平
成
18年
４
月
に
認
定
し
た
扶
養
手
当
を
､
平
成
19年
４
月
に
12か
月
分
支
給
し
て
い
る
｡

(会
津
美
里
警
察
署
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

監
査
公
表
第
１
０
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
252条

の
37第

５
項
の
規
定
に
基
づ
き
､
包
括
外
部
監

査
人

上
石
三
好

か
ら
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
､
同
法
第
252条

の
38

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
､
次
の
と
お
り
公
表
す
る
｡

平
成
20年
５
月
16日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
野
崎
直
実

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

平
成
20年
３
月
27日

福
島
県
監
査
委
員

小
桧
山
善
継
様

福
島
県
監
査
委
員

加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員

音
高
純
夫
様

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之
様

包
括
外
部
監
査
人
上
石
三
好

地
方
自
治
法
第
252条

の
37第

５
項
及
び
平
成
19年

11月
19日

付
け
包
括
外
部
監
査
契
約
書
第
８
条

に
基
づ
く
外
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
｡

平
成
19年
度

包
括
外
部
監
査
報
告
書
及
び
報
告
書
に
添
え
て
提
出
す
る
意
見

県
立
図
書
館
､
美
術
館
､
博
物
館
に
つ
い
て

第
１
部
外
部
監
査
の
概
要

１
外
部
監
査
の
種
類

地
方
自
治
法
第
252条

の
37第
１
項
に
基
づ
く
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査

２
選
定
し
た
特
定
の
事
件

�
監
査
の
テ
ー
マ

教
育
委
員
会
所
管
の
県
立
図
書
館
､
県
立
美
術
館
及
び
県
立
博
物
館
に
係
る
財
務
に
関
す
る

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号5



博
物
館

図
書
館

美
術
館 施
設
名

12/19
(水
)

12/13
(木
)
～
12/14

(金
)

12/11
(火
)
～
12/12

(水
)

監
査
日
程

開
館
時
間
等

収
蔵
資
料
総
数

職
員
数

建
設
費

建
物
床
面
積

敷
地
面
積

主
な
業
務

設
置
目
的

設
置
年
月

所
在
地

博
物
館

図
書
館

美
術
館 施
設
名

開
館
時
間
９
：
30～
19：
00
(火
～
金
)

９
：
30～
17：
30
(土
・
日
・
祝
日
及
び
休
日
)

休
館
日
月
曜
日
(祝
日
及
び
休
日
の
場
合
は
翌
日
)

館
内
整
理
日
毎
月
の
第
１
木
曜
日
(祝
日
及
び
休
日
を
除
く
)

年
末
年
始
(12月

28日
～
翌
年
１
月
４
日
)

図
書
特
別
整
理
期
間
(４
月
上
旬
の
10日
間
)

蔵
書
計
763,108冊

正
規
職
員

31名
臨
時
事
務
補
助
員

8名
非
常
勤
嘱
託
員

1名
計

40名
※
平
成
18年
５
月
１
日
現
在

32億
円

9,174.86㎡

60,500㎡
(県
立
美
術
館
併
置
)

�
図
書
､
記
録
､
視
聴
覚
教
育
の
資
料
そ
の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
､

及
び
一
般
の
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
こ
と

�
図
書
館
資
料
の
分
類
配
列
を
適
切
に
し
､
及
び
そ
の
目
録
を
整
備
す
る

こ
と

�
他
の
図
書
館
､
国
立
国
会
図
書
館
等
と
緊
密
に
連
絡
し
､
協
力
し
､
及

び
図
書
館
資
料
の
相
互
貸
借
を
行
う
こ
と

県
民
の
教
育
と
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め

昭
和
４
年
10月

(現
館
は
昭
和
59年
７
月
開
館
)

福
島
市
森
合
字
西
養
山
１
番
地

12/19
(水
)

12/13
(木
)
～
12/14

(金
)

12/11
(火
)
～
12/12

(水
)

監
査
日
程

事
務
の
執
行
に
つ
い
て

�
監
査
の
範
囲

平
成
18年
度
に
執
行
し
た
も
の

た
だ
し
､
関
連
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
､
平
成
18年
度
以
外
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る
｡

�
監
査
対
象
機
関

教
育
委
員
会
所
管
の
県
立
図
書
館
､
県
立
美
術
館
及
び
県
立
博
物
館

３
特
定
事
件
の
選
定
理
由

県
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て
い
る
図
書
館
､
美
術
館
及
び
博
物
館
は
文
化
三
館
と
呼
ば
れ
､
こ

れ
ら
の
利
用
状
況
は
県
民
の
文
化
水
準
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
る
｡

文
化
へ
の
投
資
は
､
投
資
し
た
後
に
そ
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
を
要
す
る
も
の
で

あ
る
の
で
､
投
資
へ
の
有
効
性
を
絶
え
ず
検
証
し
､
有
効
な
投
資
の
み
を
継
続
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡

今
回
は
､
県
民
の
文
化
水
準
の
向
上
の
た
め
､
現
実
に
有
効
な
投
資
が
継
続
さ
れ
て
い
る
か
検

証
す
る
た
め
､
文
化
三
館
を
監
査
対
象
と
し
て
選
定
し
た
｡

４
包
括
外
部
監
査
人
及
び
補
助
者
の
氏
名
及
び
資
格

�
包
括
外
部
監
査
人

上
石
三
好
(公
認
会
計
士
)

�
補
助
者

橋
本

寿
(公
認
会
計
士
)

齋
藤
匡
弘
(会
計
士
補
)

半
沢
裕
子

遠
藤
美
枝

５
監
査
の
方
法

�
監
査
の
視
点

ア
施
設
の
管
理
運
営
は
経
済
的
・
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
｡

イ
財
産
の
取
得
､
管
理
保
管
は
適
切
か
｡

ウ
観
覧
料
の
徴
収
､
免
除
は
適
切
か
｡

エ
県
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
適
切
か
｡

オ
事
業
評
価
は
適
切
か
｡

カ
利
用
者
の
受
益
者
負
担
は
適
切
か
｡

�
監
査
手
続

下
記
日
程
に
よ
り
､
実
際
に
三
館
に
赴
き
､
関
係
書
類
及
び
物
品
等
を
確
認
し
て
監
査
を
行

っ
た
｡
監
査
後
､
追
加
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
､
三
館
及
び
三
館
を
所
管
す

る
県
教
育
委
員
会
､
県
の
関
係
部
署
と
や
り
と
り
を
行
い
､
報
告
及
び
意
見
書
を
作
成
し
た
｡

第
２
部
図
書
館

１
施
設
の
概
要
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教
育
費

労
働
費

開
館
時
間
等

賃
金

共
済
費

職
員
手
当
等

報
酬

賃
金

共
済
費

開
館
時
間
９
：
30～
19：
00
(火
～
金
)

９
：
30～
17：
30
(土
・
日
・
祝
日
及
び
休
日
)

休
館
日
月
曜
日
(祝
日
及
び
休
日
の
場
合
は
翌
日
)

館
内
整
理
日
毎
月
の
第
１
木
曜
日
(祝
日
及
び
休
日
を
除
く
)

年
末
年
始
(12月

28日
～
翌
年
１
月
４
日
)

図
書
特
別
整
理
期
間
(４
月
上
旬
の
10日
間
)

7,037,030

1,119,026

75,000

1,769,800

365,028,364

5,056,266

666,890

5,723,156

平
成
16年
度

9,690,542

1,374,519

180,000

1,841,100

319,897,591

3,005,958

348,617

3,354,575

平
成
17年
度

8,608,505

1,304,259

180,000

2,444,000

343,723,520

1,823,850

211,532

2,035,382

平
成
18年
度

歳
入
計

(Ｂ
)

諸
収
入

歳
出
計

(Ａ
)

教
育
費

本庁執行分 図書館執行分

共
済
費

職
員
手
当
等
(退
職
手
当

除
く
)

給
料

公
課
費

負
担
金
､
補
助
及
び
交
付

金 備
品
購
入
費

工
事
請
負
費

使
用
料
及
び
賃
借
料

委
託
料

役
務
費

需
用
費

交
際
費

旅
費

報
償
費

賃
金

共
済
費

職
員
手
当
等

報
酬

1,980,771

1,980,771

370,751,520

36,018,000

67,828,000

132,000,000

8,800

229,100

41,899,439 0

41,448,130

12,313,638

5,726,015

14,440,289

69,962

2,867,035

179,100

7,037,030

1,119,026

75,000

1,769,800

365,028,364

159,663

159,663

323,252,166

33,240,000

61,733,000

117,143,000

84,400

202,900

36,003,242

2,320,500

38,257,590

3,334,564

3,451,978

8,040,321

50,000

2,732,135

217,800

9,690,542

1,374,519

180,000

1,841,100

319,897,591

126,435

126,435

345,758,902

33,511,000

61,455,000

119,202,000

37,800

237,900

41,937,987

1,522,500

42,300,940

11,558,900

5,160,507

11,299,497

55,175

2,504,950

402,600

8,608,505

1,304,259

180,000

2,444,000

343,723,520

２
組
織
の
概
要

３
財
務
状
況

以
下
に
平
成
16年
度
～
平
成
18年
度
の
決
算
を
示
し
た
｡
平
成
18年
度
で
見
る
と
､
歳
出
は
本

庁
執
行
分
の
人
件
費
を
含
め
る
と
約
３
億
４
千
６
百
万
円
､
歳
入
は
ほ
と
ん
ど
な
く
､
歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
い
た
額
は
約
３
億
４
千
６
百
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
｡

決
算
状
況

(単
位
円
)
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一
般
資
料
チ
ー
ム

地
域
資
料
チ
ー
ム

逐
次
刊
行
資
料
チ
ー
ム

児
童
資
料
チ
ー
ム

企
画
管
理
部

資
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
部

副
館
長

館
長



行
政
コ
ス
ト

差
引

(Ｂ
)
－
(Ａ
)

歳
入
計

(Ｂ
)

諸
収
入

使
用
料
・
手
数
料
等

計

移
転
支
出
的
コ
ス
ト

物
に
か
か
る
コ
ス
ト

人
に
か
か
る
コ
ス
ト

△
368,770,749

1,980,771

1,980,771

減
価
償
却
費

工
事
請
負
費

物
件
費

退
職
給
与
引
当
繰
入
金

人
件
費

△
323,092,503

159,663

159,663

126,435

453,158,902

640,500

64,000,000

1,522,500

125,288,111

43,400,000

218,307,791

△
345,632,467

126,435

126,435

蔵
書
数
に
占
め
る
割
合

館
外
個
人
貸
出
冊
数

県
の
人
口
に
占
め
る
割
合

館
外
個
人
貸
出
登
録
者
数

県
の
人
口
に
占
め
る
割
合

入
館
者
数

県
民
１
人
当
た
り
(県
の
人
口
2,081,243人

)

入
館
者
１
人
当
た
り
(入
館
者
数
252,146人

)

差
引
行
政
コ
ス
ト

収
入
項
目

計

使
用
料
・
手
数
料
等

計

移
転
支
出
的
コ
ス
ト

24.3

177,371

1.2

25,162

11.7

245,707

平
成
16年
度

減
価
償
却
費

工
事
請
負
費

22.1

164,539

1.0

21,714

12.1

253,035

平
成
17年
度

22.3

170,171

0.9

19,253

12.1

252,146

平
成
18年
度

218

1,797

453,032,467

126,435

126,435

453,158,902

640,500

64,000,000

1,522,500

な
お
､
上
記
の
決
算
に
お
い
て
は
､
施
設
の
減
価
償
却
費
､
職
員
に
係
る
退
職
給
与
引
当
繰
入

金
等
が
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
､
実
際
に
運
営
コ
ス
ト
と
し
て
ど
れ
く
ら
い
掛
っ
て
い
る
か
が
明
ら

か
で
は
な
い
｡

こ
の
こ
と
か
ら
､
以
下
で
は
平
成
18年
度
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し
て
運
営
コ
ス
ト
を

分
析
し
た
｡

な
お
､
教
育
機
関
(施
設
)
で
あ
る
図
書
館
等
は
､
費
用
対
効
果
の
観
点
だ
け
で
そ
の
評
価
を

行
う
こ
と
は
､
そ
の
性
質
上
か
ら
な
じ
ま
な
い
｡
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
試
算
し
た
｡

◆
行
政
コ
ス
ト

○
人
に
か
か
る
コ
ス
ト

�
人
件
費

…
…
給
料
､
職
員
手
当
等
､
報
酬
､
共
済
費

�
退
職
給
与
引
当
繰
入
金
…
…
当
年
度
末
の
退
職
給
与
引
当
金
と
前
年
度
の
退
職
給
与
引

当
金
の
差
額
に
当
年
度
退
職
手
当
支
払
額
を
加
え
た
額

○
物
に
か
か
る
コ
ス
ト

�
物
件
費

…
…
賃
金
､
旅
費
､
交
際
費
､
需
用
費
､
役
務
費
､
委
託
料
､

使
用
料
及
び
賃
借
料
､
備
品
購
入
費
､
公
課
費

�
工
事
請
負
費

…
…
工
事
請
負
費

�
減
価
償
却
費

…
…
施
設
総
工
費
を
耐
用
年
数
(50年

と
し
て
)
で
均
等
分
割

し
て
算
出

○
移
転
支
出
的
コ
ス
ト

�
補
助
費
等

…
…
報
償
費
､
負
担
金
､
補
助
及
び
交
付
金

◆
収
入
項
目

○
使
用
料
・
手
数
料
等

…
…
使
用
料
及
び
手
数
料
､
諸
収
入

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

(単
位
円
)

※
退
職
給
与
引
当
繰
入
金
に
つ
い
て
は
､
県
財
政
グ
ル
ー
プ
で
計
算
し
た
県
全
体
の
額
を
基
に
､

職
員
１
人
当
た
り
の
額
を
約
140万

円
と
し
て
試
算
｡

※
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
､
施
設
総
工
費
を
耐
用
年
数
(50年

と
し
て
)
で
均
等
分
割
し
て
算

出
｡

４
利
用
状
況

次
ペ
ー
ジ
の
表
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､
年
間
の
入
館
者
数
が
県
の
人
口
の
約
12％
､
登
録

者
(有
効
期
間
内
)
が
約
１
％
､
貸
出
冊
数
が
蔵
書
数
の
約
22％
で
あ
る
こ
と
は
､
県
民
の
た
め

の
図
書
館
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
決
し
て
高
い
数
字
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
｡

ま
た
､
施
設
の
運
営
コ
ス
ト
に
お
い
て
｢３

財
務
状
況
｣
で
示
し
た
多
額
の
県
費
を
投
入
し

て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
､
更
な
る
利
用
者
の
増
加
が
望
ま
れ
る
｡

入
館
者
数
等

(単
位
人
､
％
､
冊
)
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蔵
書
数

県
の
人
口

蔵
書
数
に
占
め
る
割
合

館
外
個
人
貸
出
冊
数

県
の
人
口
に
占
め
る
割
合

館
外
個
人
貸
出
登
録
者
数

729,396

2,105,267

24.3

177,371

1.2

25,162

743,787

2,096,406

22.1

164,539

1.0

21,714

763,108

2,081,243

22.3

170,171

0.9

19,253

※
入
館
者
数
等
の
数
値
は
｢福
島
県
立
図
書
館
要
覧
｣
に
よ
る

※
県
の
人
口
は
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｢ふ
く
し
ま
統
計
情
報
B
O
X｣
の
｢福
島
県
の
推
計

人
口
(福
島
県
現
住
人
口
調
査
月
報
)
｣
に
よ
る

５
今
後
の
運
営
方
針

現
在
､
県
立
図
書
館
は
以
下
の
基
本
方
針
及
び
平
成
19年
度
運
用
方
針
に
基
づ
き
運
営
を
行
っ

て
い
る
｡

な
お
､
平
成
20年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
､
｢県
民
を
支
え
る
図
書
館
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
｣

を
策
定
し
て
い
る
｡
本
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
外
部
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
図
書
館
運
営
協
議
会
の

審
議
を
経
て
､
平
成
20年
３
月
中
に
正
式
に
策
定
さ
れ
る
｡
参
考
ま
で
に
以
下
に
主
な
内
容
を
示

す
｡
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福
島
県
立
図
書
館
は
､
平
成
17年
10月
に
策
定
し
た
福
島
県
立
図
書
館
｢学
び
の
環
境
づ
く

り
｣
に
基
づ
い
て
､
県
民
の
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
習
活
動
に
応
え
る
た
め
､
資
料
及
び
情

報
の
計
画
的
な
収
集
を
図
る
と
と
も
に
､
｢図
書
館
の
図
書
館
｣
と
し
て
市
町
村
立
図
書
館
等

と
の
連
携
の
も
と
に
効
果
的
な
図
書
館
活
動
の
展
開
に
努
め
､
県
民
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
｡

ま
た
､
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
､
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
､
市
町
村
立
図
書
館
等
と
の
連
携
を
図
り
､
県
民
に
対
す
る
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
｡

さ
ら
に
､
｢福
島
県
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
｣
(平
成
16年
度
～
22年
度
)
に
基
づ
き
､

前
年
度
に
引
き
続
き
計
画
実
現
の
た
め
の
事
業
を
行
う
｡

福
島
県
立
図
書
館
基
本
方
針…
項
目
の
み
抜
粋

１
協
力
事
業
の
推
進

２
資
料
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

３
利
用
環
境
の
整
備
・
拡
充

４
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
と
支
援

５
情
報
発
信
活
動
の
充
実

６
大
会
等
の
開
催

平
成
19年
度
運
営
方
針

Ⅰ
は
じ
め
に

福
島
県
立
図
書
館
が
､
現
在
の
福
島
市
森
合
の
地
に
移
転
し
て
23年
目
を
迎
え
ま
し
た
｡

こ
の
間
に
県
立
図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
は
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
､

映
像
文
化
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
急
激
な
進
展
な
ど
日
々
変
化
し
て
き
ま
し
た
｡

ま
た
､
近
年
は
､
地
方
分
権
､
官
か
ら
民
へ
､
少
子
高
齢
化
､
格
差
社
会
な
ど
が
叫
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
､
県
立
図
書
館
が
果
た
す
役
割
や
サ
ー
ビ
ス
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
｡そ
こ
で
限
ら
れ
た
予
算
で
､
最
大
限
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
､
よ
り
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
図
書
館
を
運
営
し
､
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
｡福
島
県
立
図
書
館
で
は
､
平
成
17年
10月
､
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も
の
と
し
て

『福
島
県
立
図
書
館
｢学
び
の
環
境
づ
く
り
｣
』
を
策
定
し
ま
し
た
｡

そ
し
て
､
｢学
び
の
環
境
づ
く
り
｣
を
実
現
す
る
た
め
に
､
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施

策
と
し
て
､
５
つ
の
柱
を
中
心
に
『
｢県
民
を
支
え
る
図
書
館
｣
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
』
を

策
定
し
ま
し
た
｡

本
プ
ラ
ン
は
､
実
行
期
間
を
概
ね
５
年
間
と
し
､
年
度
ご
と
に
事
業
評
価
を
行
い
､
必
要

に
応
じ
て
改
訂
を
行
い
ま
す
｡

Ⅱ
｢県
民
を
支
え
る
図
書
館
｣
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
･･･項

目
の
み
抜
粋

｢図
書
館
の
図
書
館
｣
と
し
て
図
書
館
振
興
を
図
り
ま
す

�
市
町
村
立
図
書
館
支
援

�
高
等
教
育
機
関
図
書
館
・
類
縁
機
関
と
の
連
携

�
図
書
館
未
設
置
町
村
支
援

�
情
報
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

�
学
校
図
書
館
支
援

県
民
の
く
ら
し
の
お
役
に
た
ち
ま
す

�
県
民
の
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
提
供

�
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
活
用
に
よ
る
情
報
提
供

�
地
域
や
世
代
に
よ
る
情
報
格
差
の
解
消

�
情
報
提
供
環
境
の
整
備

働
く
人
の
お
役
に
た
ち
ま
す

�
働
く
人
に
役
立
つ
情
報
提
供

�
各
種
団
体
・
企
業
へ
の
情
報
支
援

�
こ
れ
か
ら
働
く
人
へ
の
情
報
提
供

�
行
政
機
関
へ
の
情
報
支
援

地
域
と
文
化
を
育
む
お
手
伝
い
を
し
ま
す

�
文
化
事
業
の
開
催

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

�
読
書
普
及
活
動

�
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
整
備

�
地
域
資
料
の
収
集
・
提
供
及
び
デ
ジ
タ
ル
化

学
ぶ
す
べ
て
の
人
を
応
援
し
ま
す

�
児
童
サ
ー
ビ
ス

�
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

�
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー
ビ
ス

�
多
文
化
サ
ー
ビ
ス

�
一
般
成
人
サ
ー
ビ
ス

�
来
館
で
き
な
い
人
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

県
民
を
支
え
る
図
書
館
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン



【
意
見
】
県
立
図
書
館
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
､
利
用
者
の
約
９
割
が
福
島
市
を
中
心
と

す
る
県
北
地
方
の
居
住
者
と
の
結
果
が
あ
り
､
県
北
地
方
以
外
の
居
住
者
に
つ
い
て
は
､
自
ら

利
用
価
値
を
見
出
し
て
い
る
少
数
を
除
い
て
は
､
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
い
な
い
状
況
が
伺
え
る
｡

同
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
県
立
図
書
館
を
利
用
し
な
い
理
由
と
し
て
約
９
割
が
遠
い
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
｡
(な
お
､
遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る
住
民
へ
の
対
応
と
し
て
は
､
先
述
の
｢県
民
を

支
え
る
図
書
館
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
｣
に
お
い
て
､
有
料
で
本
を
宅
配
便
に
よ
り
届
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
予
定
(平
成
24年
度
ま
で
に
実
施
)
し
て
い
る
｡
)

こ
の
こ
と
は
､
図
書
館
が
公
正
に
評
価
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
と
も
言
う
こ
と
が
で
き

る
｡
こ
の
た
め
､
図
書
館
に
対
す
る
意
見
や
苦
情
等
も
あ
ま
り
な
く
､
そ
の
結
果
､
図
書
館
の

運
営
は
比
較
的
安
易
に
行
わ
れ
て
き
た
｡
ま
た
､
年
次
計
画
等
を
定
め
て
い
て
も
､
項
目
毎
の

具
体
的
な
数
値
目
標
が
な
く
､
積
極
的
に
自
己
評
価
を
行
う
機
会
が
な
か
っ
た
｡

平
成
13年
に
文
部
科
学
省
が
定
め
た
｢公
立
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
｣

に
よ
る
と
以
下
の
と
お
り
､
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
､
達
成
状
況
を
点
検
及
び
評
価
す

る
こ
と
及
び
そ
の
結
果
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
｡

県
立
図
書
館
は
早
急
に
､
入
館
者
数
､
館
外
貸
出
登
録
者
数
､
館
外
個
人
貸
出
冊
数
､
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
等
の
具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
､
P
(Plan)・

Ｄ
(D
o)・

Ｃ
(C
heck)・

Ａ
(Action)

の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
､
利
用
者
の
声
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
､

現
状
を
客
観
的
に
分
析
し
､
利
用
者
の
増
加
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

さ
ら
に
､
図
書
館
等
は
文
化
教
育
の
た
め
の
施
設
で
あ
り
､
教
育
基
本
法
に
よ
る
と
教
育
の

目
的
及
び
目
標
は
以
下
の
と
お
り
規
定
さ
れ
て
い
る
｡

な
お
､
教
育
基
本
法
で
は
社
会
教
育
に
つ
い
て
､
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
｡

私
は
､
教
育
基
本
法
の
教
育
の
目
的
及
び
目
標
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
教
育
と
は
､
強
制

的
に
教
え
育
て
て
育
成
す
る
義
務
的
な
面
と
､
学
問
の
自
由
を
尊
重
す
る
と
い
う
自
主
的
な
面

が
あ
り
､
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
は
教
育
・
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
｡

こ
れ
ま
で
の
図
書
館
は
､
利
用
促
進
に
関
し
て
特
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
､
館
側
か
ら
の
働
き
掛
け
､
つ
ま
り
教
え
育
て
て
育
成
す
る
義
務
的
な
面
が
弱
か
っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
｡
端
的
に
言
え
ば
､
こ
れ
は
｢待
ち
の
姿
勢
｣
で
あ
る
｡
図
書
館
及
び
所
管

す
る
県
教
育
委
員
会
は
､
県
民
の
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
な
く
し
て
図
書
館
の
存
在
意
義
は
な
い

と
い
う
覚
悟
で
､
自
ら
の
力
で
利
用
者
を
増
や
そ
う
と
す
る
積
極
性
が
必
要
で
あ
る
｡

以
下
に
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
２
つ
の
面
に
分
け
て
提
案
し
た
い
｡

◆
図
書
館
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
､
新
規
に
利
用
し
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り

○
各
学
校
と
連
携
し
て
､
授
業
の
一
環
と
し
て
県
立
図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
｡

○
現
役
及
び
退
職
教
員
(主
に
国
語
)
や
地
域
の
図
書
に
興
味
の
あ
る
人
を
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
募
集
し
､
図
書
館
の
案
内
人
と
し
て
図
書
館
運
営
に
協
力
し
て
も
ら
う
｡

○
県
民
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
文
化
､
歴
史
等
を
取
り
上
げ
た
｢福
島
県
民
が
読
む
図
書
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一
総
則

三�
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
的
実
施
及
び
自
己
評
価
等

①
公
立
図
書
館
は
､
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
向
上
を
図
り
､
当
該
図
書
館
の
目
的
及

び
社
会
的
使
命
を
達
成
す
る
た
め
､
そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
､
各
々
適
切
な
｢指
標
｣

を
選
定
す
る
と
と
も
に
､
こ
れ
ら
に
係
る
｢数
値
目
標
｣
を
設
定
し
､
そ
の
達
成
に
向

け
て
計
画
的
に
こ
れ
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

②
公
立
図
書
館
は
､
各
年
度
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
に
つ
い
て
､
図
書
館
協
議
会

の
協
力
を
得
つ
つ
､
前
項
の
｢数
値
目
標
｣
の
達
成
状
況
等
に
関
し
自
ら
点
検
及
び
評

価
を
行
う
と
と
も
に
､
そ
の
結
果
を
住
民
に
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

公
立
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準

(教
育
の
目
的
)

第
１
条
教
育
は
､
人
格
の
完
成
を
目
指
し
､
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と

し
て
必
要
な
資
質
を
備
え
た
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

(教
育
の
目
標
)

第
２
条
教
育
は
､
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
､
学
問
の
自
由
を
尊
重
し
つ
つ
､
次
に
掲
げ

る
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
｡

・・・

(社
会
教
育
)

第
１
２
条
個
人
の
要
望
や
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
､
社
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
は
､
国

及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

２
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
､
図
書
館
､
博
物
館
､
公
民
館
そ
の
他
の
社
会
教
育
施
設
の
設

置
､
学
校
の
施
設
の
利
用
､
学
習
の
機
会
及
び
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
適
当
な
方
法
に
よ
っ

て
社
会
教
育
の
振
興
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

地
域
と
文
化
を
育
む
お
手
伝
い
を
し
ま
す

�
文
化
事
業
の
開
催

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

�
読
書
普
及
活
動

�
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
整
備

�
地
域
資
料
の
収
集
・
提
供
及
び
デ
ジ
タ
ル
化

学
ぶ
す
べ
て
の
人
を
応
援
し
ま
す

�
児
童
サ
ー
ビ
ス

�
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

�
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー
ビ
ス

�
多
文
化
サ
ー
ビ
ス

�
一
般
成
人
サ
ー
ビ
ス

�
来
館
で
き
な
い
人
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス



福
島
県
立
図
書
館

山
形
県
立
図
書
館

秋
田
県
立
図
書
館

宮
城
県
立
図
書
館

岩
手
県
立
図
書
館

青
森
県
立
図
書
館

館
名

土
､
日
､
祝
休
日

火
～
金

土
､
日
､
祝
休
日

平
日
(11～

３
月
)

平
日
(４
～
10月
)

日
､
祝
休
日

火
～
土

開
館
時
間

９
：
30～
17：
30

９
：
30～
19：
00

９
：
00～
19：
00

10：
00～
18：
00

10：
00～
19：
00

10：
00～
20：
00

９
：
00～
17：
00

９
：
00～
19：
00

９
：
00～
20：
00

９
：
00～
19：
00

毎
週
月
曜
日
､

第
１
木
曜
日

毎
週
月
曜
日
､

第
３
日
曜
日

月
に
１
日

(月
初
日
)

毎
週
月
曜
日

月
に
１
日

(月
末
日
)

月
に
１
日

休
館
日
(日
数
)

４
月
上
旬

１
月
下
旬

12月
上
旬

１
月
下
旬
～

２
月
上
旬

３
月
下
旬

11月
下
旬
～

12月
上
旬

特
別
整
理
期
間

福
島
県
立
図
書
館

山
形
県
立
図
書
館

現行

〃

映
写
機 備
品
名

月
曜
日

土
日
祝
日

火
～
金

土
､
日
､
祝
休
日

火
～
金

土
､
日
､
祝
休
日

休
館
日

９
：
30～
17：
30

９
：
30～
19：
00

フ
ジ
AD
2型

フ
ジ
Q
4A型

型
番

９
：
30～
17：
30

９
：
30～
19：
00

９
：
00～
19：
00

10：
00～
18：
00

〃

昭
和
44年

取
得
年

案

月
曜
日

土
日
祝
日

火
～
金 毎
週
月
曜
日
､

第
１
木
曜
日

毎
週
月
曜
日
､

第
３
日
曜
日

825,000

717,900

取
得
金
額

９
：
30～
20：
00

９
：
30～
18：
30

９
：
30～
20：
00

４
月
上
旬

１
月
下
旬

100選
｣
(仮
称
)
を
選
出
す
る
｡
司
書
や
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
感
想
を
書
い
て
地
元

紙
等
に
投
稿
す
る
と
と
も
に
､
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同
内
容
を
掲
載
し
､
県

民
か
ら
意
見
､
感
想
を
も
ら
う
｡

○
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
歴
史
的
資
料
(絵
図
､
写
真
等
)
の

公
開
)
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
｡

◆
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

○
開
館
時
間
を
延
長
さ
せ
る
｡
朝
の
早
い
時
間
帯
の
利
用
者
､
学
校
帰
り
及
び
仕
事
帰
り
の

利
用
者
を
考
慮
し
､
現
行
よ
り
開
館
時
間
を
延
長
さ
せ
る
｡

以
下
に
東
北
地
方
の
県
立
図
書
館
の
開
館
時
間
等
を
示
し
た
が
､
本
県
の
図
書
館
は
､
他

館
と
比
較
し
て
利
用
者
が
多
い
土
､
日
､
祝
日
の
閉
館
時
間
が
早
い
､
休
館
日
が
多
い
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
｡

ま
た
､
年
に
一
度
の
特
別
整
理
期
間
と
し
て
４
月
上
旬
の
10日
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
､

福
島
市
立
図
書
館
の
そ
れ
と
時
期
を
ず
ら
す
と
い
っ
た
一
定
の
配
慮
は
あ
る
も
の
の
､
そ
の

時
期
が
児
童
及
び
生
徒
の
春
休
み
と
重
な
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
､
別
の
時
期
に
設
定
す
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡

東
北
各
県
の
県
立
図
書
館
の
開
館
時
間
等

※
上
記
の
休
館
日
の
他
に
､
全
て
の
館
に
お
い
て
年
末
年
始
及
び
特
別
整
理
期
間
は
休
館
し

て
い
る
｡

→

○
駐
車
場
は
併
設
す
る
美
術
館
と
共
用
で
150台

分
と
い
う
状
況
で
あ
る
が
､
美
術
館
に

お
い
て
人
気
の
あ
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る
期
間
は
､
不
足
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
､
そ
の
対
応
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

○
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
に
よ
る
来
館
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
､
館
敷
地
内
に

バ
ス
停
を
設
置
す
る
｡
現
在
､
バ
ス
に
よ
る
利
用
者
は
､
直
近
の
バ
ス
停
で
降
車
後
､
約

２
分
程
歩
い
て
図
書
館
を
訪
れ
て
い
る
｡
高
齢
の
利
用
者
も
い
る
こ
と
か
ら
､
ぜ
ひ
実
現

し
て
い
た
だ
き
た
い
｡

６
財
務
事
務

�
不
用
物
品

財
務
規
則
に
よ
る
と
､
不
用
物
品
に
つ
い
て
は

と
規
定
さ
れ
､
老
朽
化
し
て
使
用
不
能
､
貸
付
不
能
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
､
不
用
の
決

定
つ
ま
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
､
図
書
館
の
備
品
を
確
認
(サ
ン
プ
ル
調

査
)
し
た
と
こ
ろ
､
以
下
の
も
の
が
使
用
で
き
な
い
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
物
品
管
理
簿
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
｡

(単
位
円
)

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号11

(不
用
の
決
定
等
)

第
１
５
１
条
物
品
管
理
権
者
は
､
供
用
若
し
く
は
処
分
の
必
要
が
な
い
物
品
の
う
ち
に
管
理

換
え
若
し
く
は
分
類
換
え
に
よ
る
も
適
切
な
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

物
品
が
あ
る
と
き
､
又
は
供
用
若
し
く
は
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
物

品
が
あ
る
と
き
は
､
こ
れ
ら
の
物
品
に
つ
い
て
不
用
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡



〃

映
写
機 備
品
名

フ
ジ
AD
2型

フ
ジ
Q
4A型

型
番

〃

昭
和
44年

取
得
年

825,000

717,900

取
得
金
額

計

平
成
18年
度

平
成
17年
度

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

～
平
成
13年
度

調
査
時
期

発
生
年
度

金
額

冊
数

発
生
年
度

1,022,059

459

平
成
13年

度

1,251,886

520

平
成
14年

度

280 － － 75 97 22 86

平
成
16年
度
末 970,250

490

平
成
15年

度

328 － 72 60 90 21 85

平
成
17年
度
末

740,982

372

平
成
16年

度

716,258

384

平
成
17年

度

386 71 65 57 88 21 84

平
成
18年
度
末

886,232

380

平
成
18年

度

【
指
摘
】
今
後
蔵
書
が
増
え
て
い
く
中
で
､
館
内
に
お
い
て
蔵
書
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
使
用
不
可
及
び
売
払
い
不
可
の
物
品
を
保
有
し

続
け
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
｡

使
用
不
可
及
び
売
払
い
不
可
の
物
品
に
つ
い
て
は
､
安
全
面
及
び
コ
ス
ト
面
か
ら
､
早
急

に
不
用
の
決
定
を
行
い
､
廃
棄
す
べ
き
で
あ
る
｡

�
物
品
管
理
簿

物
品
管
理
簿
と
そ
れ
に
対
応
し
て
実
際
に
備
品
に
貼
ら
れ
る
標
識
に
､
番
号
の
相
違
す
る
も

の
が
あ
っ
た
｡

【
指
摘
】
平
成
11年
４
月
１
日
の
財
務
規
則
改
正
に
基
づ
き
､
備
品
へ
の
計
上
基
準
が
お
お
む
ね
取

得
価
格
２
万
円
か
ら
10万
円
に
変
更
に
な
っ
た
際
の
整
理
作
業
が
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
｡
是
正
を
要
す
る
｡

�
図
書
の
廃
棄
手
続

県
立
図
書
館
は
､
福
島
県
立
図
書
館
条
例
に
お
い
て

と
さ
れ
て
お
り
､
図
書
の
収
集
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
｡

図
書
館
に
お
い
て
は
､
蔵
書
を
増
や
す
こ
と
は
､
一
つ
の
大
切
な
業
務
で
あ
る
が
､
現
実
に

は
汚
損
､
亡
失
等
に
よ
り
処
分
す
べ
き
も
の
も
あ
り
､
処
分
も
ま
た
一
つ
の
業
務
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
れ
に
関
す
る
具
体
的
な
手
続
に
つ
い
て
は
｢福
島
県
立
図
書
館
資
料
除

籍
要
綱
｣
に
規
定
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
る
と
､
除
籍
基
準
と
し
て
次
の
６
項
目
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
｡

○
汚
損
､
破
損
が
著
し
く
修
理
に
耐
え
な
い
も
の

○
災
害
等
で
亡
失
し
た
も
の

○
他
の
機
関
へ
の
管
理
換
ま
た
は
譲
渡
の
必
要
が
生
じ
た
も
の

○
館
外
用
資
料
で
受
入
後
10年
以
上
経
過
し
た
も
の

○
蔵
書
点
検
の
結
果
不
明
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
た
も
の

○
館
長
が
特
に
認
め
た
も
の

毎
年
４
月
初
め
に
は
蔵
書
点
検
を
行
い
､
不
明
蔵
書
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
｡
不
明
蔵
書

の
デ
ー
タ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡
除
籍
要
綱
に
よ
れ
ば
､
不
明
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
５
年
以

上
を
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
､
除
籍
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
､
実
際
に
は
５
年
以
上
経

過
し
た
平
成
13年
度
の
不
明
蔵
書
は
未
だ
除
籍
さ
れ
て
い
な
い
｡

平
成
18年
度
末
の
不
明
蔵
書
の
状
況

(単
位
冊
､
円
)

未
返
却
の
長
期
延
滞
の
デ
ー
タ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

長
期
延
滞
者
数

(単
位
人
)

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号 12

(業
務
)

第
３
条
県
立
図
書
館
に
お
い
て
行
う
業
務
は
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

１
図
書
､
記
録
､
視
聴
覚
教
育
の
資
料
そ
の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
､
及
び
一
般
公
衆
の

利
用
に
供
す
る
こ
と
｡

２
・・・



計

平
成
18年
度

平
成
17年
度

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

～
平
成
13年
度

調
査
時
期

発
生
年
度

689 － － 213

234 44

198

平
成
16年
度
末

788 － 187

151

215 39

196

平
成
17年
度
末

966

213

169

143

211 38

192

平
成
18年
度
末

長
期
延
滞
冊
数

(単
位
冊
)

長
期
延
滞
者
に
つ
い
て
は
､
貸
出
時
の
住
所
及
び
氏
名
を
把
握
し
て
お
り
､
延
滞
し
て
２
か

月
経
過
後
に
督
促
状
を
出
し
て
い
る
｡
ま
た
､
延
滞
者
に
対
し
て
は
新
規
の
貸
出
は
行
っ
て
い

な
い
｡
長
期
延
滞
に
つ
い
て
は
､
借
り
た
本
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
た
り
､
転
居
等
に
よ
っ
て
借
り

主
の
住
所
等
が
不
明
に
な
り
督
促
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
が
原
因
で
あ
る
が
､
所
在
が
不
明

に
な
っ
た
図
書
に
つ
い
て
は
､
収
納
手
続
が
煩
雑
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
､
借
り
主
か
ら
代
金

を
受
け
取
る
の
で
は
な
く
､
同
じ
本
か
類
似
の
本
で
現
物
弁
償
し
て
も
ら
っ
て
い
る
｡

【
指
摘
】
不
明
蔵
書
に
つ
い
て
は
､
除
籍
要
綱
に
５
年
以
上
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
除
籍
す
る
と

あ
る
の
で
､
要
綱
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
｡

長
期
延
滞
蔵
書
に
つ
い
て
は
､
実
際
に
は
同
じ
本
か
類
似
の
本
で
現
物
弁
償
し
て
も
ら
っ
て

い
る
が
､
請
求
書
(納
付
書
)
を
送
付
し
て
代
金
を
入
金
さ
せ
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
､
長
期
延
滞
に
つ
い
て
は
､
一
定
の
期
間
を
経
過
の
後
は
､
時
効
に
す
る
と
い
っ
た
方

法
も
考
え
ら
れ
る
｡

現
在
の
蔵
書
は
約
760,000冊

で
あ
り
､
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
(年
間
約
25,000冊

)
で
図
書

を
購
入
等
し
て
増
や
し
て
い
く
と
､
数
年
後
に
は
収
納
能
力
を
超
え
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
で

き
る
｡
電
動
書
架
を
設
置
す
れ
ば
､
館
内
に
約
1,000,000冊

ま
で
収
納
で
き
る
と
の
構
想
も
あ

る
よ
う
だ
が
､
そ
の
可
能
性
は
低
い
｡

こ
の
こ
と
か
ら
も
､
図
書
等
を
購
入
す
る
際
に
､
永
久
保
存
す
べ
き
も
の
と
､
定
期
的
に
見

直
す
べ
き
も
の
に
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
､
実
際
に
見
直
し
及
び
処
分
を
行
う
べ
き
で
あ
る
｡

�
図
書
の
購
入
手
続

県
立
図
書
館
が
購
入
す
る
図
書
に
お
い
て
は
､
一
部
の
例
外
を
除
き
､
本
体
の
み
で
な
く
装

備
込
み
(ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
､
バ
ー
コ
ー
ド
貼
付
､
目
録
デ
ー
タ
)
で
購
入
し
て
い
る
｡

一
般
図
書
に
つ
い
て
は
､
平
成
16年
度
以
前
は
主
に
市
内
の
４
つ
の
書
店
か
ら
購
入
し
て
い

た
が
､
平
成
17年
度
に
お
い
て
は
､
東
京
都
の
大
手
図
書
販
売
業
者
Ａ
社
か
ら
購
入
し
て
い
る
｡

こ
れ
は
､
図
書
購
入
予
算
が
削
減
さ
れ
る
中
で
､
よ
り
安
価
に
図
書
を
購
入
で
き
な
い
か
を
検

討
し
た
結
果
で
あ
り
､
こ
れ
に
よ
り
､
従
来
が
定
価
購
入
で
あ
っ
た
の
が
､
５
％
引
き
で
購
入

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
､
平
成
17年
３
月
15日
の
県
議
会
総
括
審
査
会
に
お
い
て
､
別
な
視

点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

具
体
的
に
は
､
あ
る
議
員
か
ら
以
下
の
よ
う
な
質
問
が
さ
れ
た
｡

こ
れ
に
対
す
る
県
教
育
長
の
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

こ
の
質
疑
応
答
を
受
け
て
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
､
平
成
18年
度
か
ら
は
平
成
16年
度

以
前
に
購
入
し
て
い
た
４
書
店
ら
を
構
成
員
と
す
る
地
元
書
店
協
同
組
合
Ｂ
組
合
か
ら
購
入
す

る
こ
と
に
な
っ
た
｡
価
格
に
つ
い
て
は
､
交
渉
の
結
果
､
定
価
ど
お
り
で
は
な
く
４
％
引
き
と

な
っ
た
｡

平
成
17年
度
に
お
け
る
Ａ
社
か
ら
の
購
入
実
績
､
平
成
18年
度
に
お
け
る
Ｂ
組
合
か
ら
の
購
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県
立
図
書
館
に
お
け
る
4,300万

円
の
図
書
購
入
に
つ
い
て
､
毎
年
書
籍
､
雑
誌
は
地
元
業

者
か
ら
購
入
し
て
い
た
が
､
17年
度
は
東
京
の
業
者
か
ら
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
そ
の
理

由
は
加
工
作
業
が
万
全
で
あ
る
こ
と
､
納
品
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
り
､

金
額
差
は
120万

円
で
あ
る
｡

こ
こ
で
の
問
題
は
､
我
々
が
常
に
地
元
優
先
発
注
を
要
望
す
る
中
で
､
図
書
購
入
の
太
宗
を

占
め
る
書
籍
を
県
外
に
発
注
し
､
そ
の
１
割
に
も
満
た
な
い
雑
誌
等
を
地
元
発
注
す
る
こ
と
に

あ
る
｡
読
書
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
､
図
書
館
の
役
割
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
､
書
店
や

書
店
組
合
と
の
連
携
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
る
｡

そ
こ
で
､
県
教
育
委
員
会
は
､
読
書
活
動
を
推
進
す
る
上
で
書
店
組
合
と
の
連
携
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
｡

書
店
組
合
は
､
絵
本
等
の
子
ど
も
向
け
書
籍
の
展
示
や
､
作
家
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
な

ど
を
通
し
､
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
｡

県
教
委
と
し
て
は
､
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
､
読
書
活
動
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
､
今
後
と
も
書
店
組
合
と
の
連
携
を
十
分
に
図
っ
て
い

き
た
い
｡



割
引
率
(対
定
価
)

定
価
総
額

購
入
総
額

購
入
先

0.95

26,405,351

25,085,084

Ａ
社
(大
手
図
書
販
売
業
者
)

平
成
17年
度

0.96

24,961,298

23,962,847

Ｂ
組
合
(地
元
書
店
協
同
組
合
)

平
成
18年
度

開
館
時
間
等

収
蔵
作
品
総
数

職
員
数

建
設
費

建
物
床
面
積

敷
地
面
積

主
な
業
務
(展

示
内
容
)

設
置
目
的

設
置
年
月

所
在
地

開
館
時
間
９
：
30～
17：
00
(最
終
入
館
は
16：
30)

休
館
日
月
曜
日
(祝
祭
日
を
除
く
)

祝
祭
日
の
翌
日
(土
日
を
除
く
)

年
末
年
始
(12月

28日
～
１
月
４
日
)

計
1,989点

非
常
勤
館
長

１
名

正
規
職
員

13名
臨
時
事
務
補
助
員
２
名

計
16名

※
平
成
18年
５
月
１
日
現
在

49億
円

9,080.7㎡

60,500㎡
(県
立
図
書
館
併
置
)

�
美
術
品
及
び
美
術
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
､
保
管
し
､
及
び
展
示
す

る
こ
と

�
美
術
に
関
す
る
専
門
的
､
技
術
的
な
調
査
研
究
を
行
う
こ
と

�
美
術
に
関
す
る
講
演
会
､
講
習
会
､
映
写
会
､
研
究
会
等
を
開
催
す
る

こ
と

県
民
の
美
術
に
対
す
る
知
識
及
び
教
養
の
向
上
を
図
る
た
め

昭
和
59年
４
月

福
島
市
森
合
字
西
養
山
１
番
地

入
実
績
を
以
下
に
示
し
た
が
､
平
成
18年
度
の
購
入
ベ
ー
ス
で
見
る
と
､
購
入
先
を
変
更
し
た

こ
と
に
よ
り
１
％
分
､
具
体
的
に
は
､

24,961,298×
(0.96－

0.95)
＝
249,612円

を
割
高
に
購
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡

(単
位
円
)

こ
の
件
に
関
す
る
教
育
委
員
会
の
説
明
は
､
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

【
意
見
】

今
日
で
は
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
発
達
に
よ
り
､
図
書
の
購
入
手
段
も
多
種
多
様
に
な
っ

て
き
て
い
る
｡
図
書
館
に
お
い
て
は
､
現
状
及
び
慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
､
最
小
の
コ
ス
ト
で
最

大
の
成
果
を
得
る
た
め
､
価
格
面
を
含
め
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡

第
３
部
美
術
館

１
施
設
の
概
要
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県
立
図
書
館
が
購
入
す
る
図
書
に
つ
い
て
､
平
成
17年
度
､
東
京
の
大
手
販
売
業
者
Ａ
社
か

ら
５
％
値
引
き
で
購
入
し
た
が
､
こ
の
場
合
､
購
入
で
き
る
図
書
は
大
手
出
版
社
等
に
よ
り
全

国
的
に
流
通
し
て
い
る
資
料
に
限
定
さ
れ
る
｡
そ
の
た
め
､
地
元
の
出
版
社
や
自
費
出
版
等
に

よ
る
地
域
資
料
は
､
十
分
に
収
集
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
｡

地
域
資
料
に
つ
い
て
は
､
重
点
的
に
収
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
平
成
18年
度
の
蔵
書
統
計

に
よ
れ
ば
増
加
冊
数
全
体
の
27％
を
占
め
て
い
る
｡
そ
の
形
態
は
､
大
手
出
版
社
の
み
な
ら
ず
､

地
元
出
版
社
や
自
費
出
版
､
非
売
品
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
､
多
種
多
様
で
あ
り
､
そ
の
情
報
を

把
握
し
､
網
羅
的
か
つ
迅
速
に
納
品
で
き
る
団
体
は
､
書
店
協
同
組
合
Ｂ
組
合
の
み
で
あ
る
｡

仮
に
､
図
書
館
が
独
自
に
収
集
に
取
り
組
ん
で
も
､
独
自
の
流
通
・
販
売
網
を
持
た
な
い
こ

と
か
ら
､
新
た
な
業
務
を
生
み
出
し
､
送
料
の
負
担
・
振
込
み
手
数
料
・
職
員
の
人
件
費
等
の

コ
ス
ト
増
が
見
込
ま
れ
､
ま
た
､
原
則
定
価
購
入
に
な
る
こ
と
か
ら
一
律
の
値
引
き
は
期
待
で

き
な
い
｡

そ
の
た
め
､
再
度
､
購
入
先
を
検
討
し
て
み
る
と
､

○
Ａ
社
か
ら
購
入
…
…
５
％
値
引
き
｡
た
だ
し
､
地
域
資
料
に
つ
い
て
は
収
集
困
難
が
生
じ
る
｡

そ
の
分
を
､
直
接
購
入
す
る
と
､
定
価
購
入
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
｡

○
Ｂ
組
合
か
ら
購
入
…
…
４
％
値
引
き
｡
地
域
資
料
も
含
め
､
一
律
の
値
引
き
が
可
能
｡
た
だ

し
､
地
域
資
料
の
み
の
購
入
場
合
に
は
､
安
く
仕
入
れ
る
こ
と
が
困

難
の
た
め
一
律
の
値
引
き
は
見
込
め
な
い
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
図
書
館
に
と
っ
て
必
要
な
地
域
資
料
も
含
め
､
収
集
す
る
こ
と
が
出
来
､

な
お
か
つ
､
一
律
４
％
の
値
引
き
と
い
う
条
件
の
下
に
購
入
し
て
い
る
｡

ま
た
､
購
入
に
あ
た
っ
て
は
､
経
費
節
減
の
面
か
ら
も
､
最
大
限
配
慮
し
対
応
し
て
い
る
｡

そ
の
分
を
､
直
接
購
入
す
る
と
､
定
価
購
入
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
｡

○
Ｂ
組
合
か
ら
購
入
…
…
４
％
値
引
き
｡
地
域
資
料
も
含
め
､
一
律
の
値
引
き
が
可
能
｡
た
だ

し
､
地
域
資
料
の
み
の
購
入
場
合
に
は
､
安
く
仕
入
れ
る
こ
と
が
困

難
の
た
め
一
律
の
値
引
き
は
見
込
め
な
い
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
図
書
館
に
と
っ
て
必
要
な
地
域
資
料
も
含
め
､
収
集
す
る
こ
と
が
出
来
､

な
お
か
つ
､
一
律
４
％
の
値
引
き
と
い
う
条
件
の
下
に
購
入
し
て
い
る
｡

ま
た
､
購
入
に
あ
た
っ
て
は
､
経
費
節
減
の
面
か
ら
も
､
最
大
限
配
慮
し
対
応
し
て
い
る
｡



労
働
費

総
務
費

開
館
時
間
等

委
託
料

賃
金

共
済
費

使
用
料
及
び
賃
借
料

委
託
料

役
務
費

需
用
費

旅
費

報
償
費

開
館
時
間
９
：
30～
17：
00
(最
終
入
館
は
16：
30)

休
館
日
月
曜
日
(祝
祭
日
を
除
く
)

祝
祭
日
の
翌
日
(土
日
を
除
く
)

年
末
年
始
(12月

28日
～
１
月
４
日
)

991,128

1,804,812

241,953

3,037,893 0 0 0 0 0 0 0

平
成
16年
度

1,763,731

1,846,570

261,516

3,871,817 0 0 0 0 0 0 0

平
成
17年
度

0

1,928,860

219,589

2,148,449

3,000,000

1,617,000

1,696,457

1,820,214

472,500

180,000

8,786,171

平
成
18年
度

歳
出
計

(Ａ
)

教
育
費

労
働
費

本庁執行分 美術館執行分

共
済
費

職
員
手
当
等
(退
職
手
当

除
く
)

給
料

公
課
費

負
担
金
､
補
助
及
び
交
付

金 備
品
購
入
費

工
事
請
負
費

使
用
料
及
び
賃
借
料

委
託
料

役
務
費

需
用
費

交
際
費

旅
費

報
償
費

賃
金

共
済
費

職
員
手
当
等

報
酬

委
託
料

賃
金

共
済
費

431,988,806

18,211,000

40,305,000

66,702,000 0

10,141,800

1,432,830

23,905,350

21,782,184

115,916,206

20,574,086

91,212,957

30,000

5,620,580

2,068,524

2,340,484

1,180,612

120,000

7,407,300

428,950,913

991,128

1,804,812

241,953

3,037,893

407,204,274

19,082,000

38,842,000

68,036,000

37,800

15,003,755

3,143,523 0

28,136,126

105,341,463

12,788,988

95,681,672

42,600

5,196,630

1,542,725

1,842,357

1,087,518

120,000

7,407,300

403,332,457

1,763,731

1,846,570

261,516

3,871,817

378,643,672

17,658,000

33,853,000

62,601,000 0

86,700

1,515,690 0

15,529,679

104,297,396

27,426,918

86,692,981

47,500

5,606,010

2,487,790

1,767,560

552,628

170,000

7,416,200

367,709,052 0

1,928,860

219,589

2,148,449

２
組
織
の
概
要

３
財
務
状
況

以
下
に
平
成
16年
度
～
平
成
18年
度
の
決
算
を
示
し
た
｡
平
成
18年
度
で
見
る
と
､
歳
出
は
本

庁
執
行
分
の
人
件
費
を
含
め
る
と
約
３
億
７
千
９
百
万
円
､
歳
入
は
約
３
千
５
百
万
円
で
あ
り
､

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
額
は
約
３
億
４
千
３
百
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
｡

決
算
状
況

(単
位
円
)

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号15

総
務

課

学
芸

課

副
館
長

館
長



差
引
行
政
コ
ス
ト

収
入
項
目

行
政
コ
ス
ト

差
引

(Ｂ
)
－
(Ａ
)

歳
入
計

(Ｂ
)

諸
収
入

財
産
収
入

使
用
料
及
び
手
数
料

歳
出
計

(Ａ
)

本庁執行分
共
済
費

職
員
手
当
等
(退
職
手
当

除
く
)

給
料

計

使
用
料
・
手
数
料
等

計

移
転
支
出
的
コ
ス
ト

物
に
か
か
る
コ
ス
ト

人
に
か
か
る
コ
ス
ト

△
400,163,673

31,825,133

8,802,117

4,865,390

18,157,626

431,988,806

18,211,000

40,305,000

66,702,000

減
価
償
却
費

工
事
請
負
費

物
件
費

退
職
給
与
引
当
繰
入
金

人
件
費

△
375,974,682

31,229,592

14,469,303

3,869,670

12,890,619

407,204,274

19,082,000

38,842,000

68,036,000

459,505,799

35,337,873

35,337,873

494,843,672

2,754,490

98,000,000 0

253,418,765

18,200,000

122,470,417

△
343,305,799

35,337,873

1,786,818

7,180,070

26,370,985

378,643,672

17,658,000

33,853,000

62,601,000

県
民
１
人
当
た
り
(県
の
人
口
2,081,243人

)

入
館
者
１
人
当
た
り
(入
館
者
数

77,421人
)

差
引
行
政
コ
ス
ト

収
入
項
目

計

使
用
料
・
手
数
料
等

計

移
転
支
出
的
コ
ス
ト

221

5,935

459,505,799

35,337,873

35,337,873

494,843,672

2,754,490

以
下
で
は
平
成
18年
度
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し
て
運
営
コ
ス
ト
を
分
析
し
た
｡

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

(単
位
円
)

※
退
職
給
与
引
当
繰
入
金
に
つ
い
て
は
､
県
財
政
グ
ル
ー
プ
で
計
算
し
た
県
全
体
の
額
を
基
に
､

職
員
１
人
当
た
り
の
額
を
約
140万

円
と
し
て
試
算
｡

※
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
､
施
設
総
工
費
を
耐
用
年
数
(50年

と
し
て
)
で
均
等
分
割
し
て
算

出
｡

４
利
用
状
況

県
立
美
術
館
の
具
体
的
な
業
務
を
以
下
に
示
し
た
(美
術
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
の
抜
粋
)
｡

主
な
業
務
し
て
は
､
展
覧
会
､
教
育
普
及
､
収
集
保
存
が
あ
る
｡
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展
覧
会
常
設
展
示
…
常
設
展
示
室
に
お
い
て
､
当
館
で
所
蔵
す
る
美
術
作
品
を
常
時
公
開
す
る
も
の

で
､
年
に
４
回
の
展
示
替
を
行
い
ま
す
｡
ま
た
､
収
蔵
品
に
よ
る
｢特
集
展
示
｣
と
し
て
､

テ
ー
マ
を
設
け
た
特
別
な
展
示
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

企
画
展
示
…
当
館
独
自
も
し
く
は
他
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
企
画
に
よ
り
､
年
５
回
程
度
の
､

さ
ま
ざ
ま
な
時
代
､
芸
術
家
を
取
り
上
げ
た
､
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
展
示
会
を
行
い
ま
す
｡

美
術
館
へ
の
年
賀
状
展
…
県
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
手
作
り
の
年
賀
状
を
､
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
｡

教
育
普
及

実
技
講
座
…
油
絵
､
彫
塑
､
版
画
､
工
芸
な
ど
の
実
技
講
習
を
行
う
実
技
講
座
､
作
家
を
招

い
て
そ
の
制
作
技
法
に
学
ぶ
技
法
講
座
､
小
学
生
と
そ
の
親
を
対
象
に
し
た
親
と
子
の
美
術

教
室
を
年
間
を
通
じ
て
開
催
し
て
い
ま
す
｡

各
種
レ
ク
チ
ャ
ー
…
外
部
か
ら
講
師
を
招
く
講
演
会
､
館
長
や
学
芸
員
に
よ
る
美
術
鑑
賞
講

座
､
常
設
展
や
企
画
展
を
展
示
室
で
開
設
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を
開
催
し
ま
す
｡

映
画
会
・
ビ
デ
オ
制
作
…
国
内
外
の
優
れ
た
映
画
を
講
堂
で
上
映
し
ま
す
｡
ま
た
､
ビ
デ
オ

コ
ー
ナ
ー
で
は
自
主
制
作
番
組
を
中
心
に
､
美
術
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
番
組
を
自
由
に
視
聴

で
き
ま
す
｡

収
集
保
存

福
島
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
､
近
代
以
降
の
国
内
外
の
優
れ
た
美
術
作
品
を
収

集
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
良
好
な
環
境
で
の
保
存
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
､
必
要
に
応

じ
て
修
復
を
行
い
ま
す
｡



県
の
人
口

合
計

無
料

有
料

区
分

計(県
人
口
に
占
め

る
割
合
)

企
画
展

常
設
展

計 企
画
展

常
設
展

計 企
画
展

常
設
展

2,105,267

7.2

152,269

102,517

49,752

58,858

14,399

44,459

93,411

88,118

5,293

平
成
16年
度

2,096,406

2.8

58,230

26,727

31,503

39,289

13,280

26,009

18,941

13,447

5,494

平
成
17年
度

2,081,243

3.7

77,421

48,656

28,765

37,552

15,286

22,266

39,869

33,370

6,499

平
成
18年
度

次
ペ
ー
ジ
の
表
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､
年
間
の
入
館
者
数
が
県
の
人
口
の
約
４
％
(平
成

18年
度
実
績
)
で
あ
る
こ
と
は
､
県
民
の
た
め
の
美
術
館
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
決
し
て
高
い

数
字
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
｡
ま
た
､
施
設
の
運
営
コ
ス
ト
に
お
い
て
｢３

財
務
状
況
｣
で
示

し
た
多
額
の
県
費
を
投
入
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
､
更
な
る
観
覧
者
の
増
加
が
望
ま
れ
る
｡

な
お
､
平
成
16年
度
に
つ
い
て
は
､
企
画
展
｢ア
ー
ト
オ
ブ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
展
｣
の
影

響
で
観
覧
者
が
平
成
17年
度
､
18年
度
に
比
較
し
て
多
く
な
っ
て
い
る
｡

入
館
者
数

(単
位
人
､
％
)

※
県
の
人
口
は
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｢ふ
く
し
ま
統
計
情
報
B
O
X｣
の
｢福
島
県
の
推
計

人
口
(福
島
県
現
住
人
口
調
査
月
報
)
｣
に
よ
る
｡

※
企
画
展

平
成
16年
度
ア
ー
ト
オ
ブ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
展
77,601人

他
平
成
17年
度
爆
発
す
る
芸
術
・
岡
本
太
郎
展

21,976人
他

平
成
18年
度
名
画
の
散
歩
道
山
形
美
術
館
名
品
展
15,014人

他

【
意
見
】
私
は
､
｢第
２
部
図
書
館
｣
で
述
べ
た
と
お
り
､
教
育
と
は
､
教
え
育
て
て
育
成
す
る
義

務
的
な
面
と
､
学
問
の
自
由
を
尊
重
す
る
と
い
う
自
主
的
な
面
が
あ
り
､
ど
ち
ら
か
一
方
の
み

で
は
教
育
・
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
が
､
こ
れ
ま
で
の
美
術
館
の
運
営

に
お
い
て
は
､
館
側
か
ら
の
働
き
掛
け
つ
ま
り
義
務
的
な
面
が
弱
か
っ
た
と
考
え
る
｡
こ
の
こ

と
は
､
美
術
館
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
(対
象
：
平
成
18年
度
企
画
展
)
に
お
い
て
､

観
覧
者
の
約
半
数
が
福
島
市
内
を
中
心
と
す
る
県
北
地
方
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
伺
え

る
｡今
後
は
新
規
利
用
者
を
増
や
す
た
め
､
自
ら
の
力
で
観
覧
者
を
増
や
そ
う
と
す
る
積
極
性
が

必
要
で
あ
る
｡

以
下
に
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
２
つ
の
面
に
分
け
て
提
案
し
た
い
｡

(美
術
館
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
､
新
規
に
利
用
し
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
)

○
各
学
校
と
連
携
し
て
､
授
業
の
一
環
と
し
て
県
立
美
術
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
｡

○
現
役
及
び
退
職
教
員
(主
に
美
術
)
や
地
域
の
美
術
に
興
味
の
あ
る
人
を
美
術
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
募
集
し
､
美
術
館
の
案
内
人
と
し
て
美
術
館
運
営
に
協
力
し
て
も
ら
う
｡

○
学
芸
員
を
学
校
や
公
民
館
等
へ
派
遣
す
る
事
業
を
よ
り
積
極
的
に
実
施
す
る
｡

○
学
芸
員
や
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
､
所
蔵
す
る
美
術
品
に
つ
い
て
取
得
動
機
､
感
想
を

書
い
て
地
元
紙
等
に
投
稿
す
る
と
と
も
に
､
県
立
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同
内
容
を

掲
載
し
､
県
民
か
ら
意
見
､
感
想
を
も
ら
う
｡

○
美
術
品
の
選
定
に
お
い
て
､
県
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
｡
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
､

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
､
意
見
箱
を
設
置
す
る
｡

(利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
)

○
企
画
展
に
つ
い
て
開
館
時
間
を
延
長
さ
せ
る
｡

○
駐
車
場
は
併
設
す
る
図
書
館
と
共
用
で
150台

分
と
い
う
状
況
で
あ
る
が
､
美
術
館
に
お

い
て
人
気
の
あ
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る
期
間
は
､
不
足
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
､
そ
の
対
応
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

○
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
に
よ
る
来
館
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
､
敷
地
内
に
バ
ス

停
を
設
置
す
る
｡
現
在
､
バ
ス
に
よ
る
利
用
者
は
､
直
近
の
バ
ス
停
で
降
車
後
､
約
２
分
程

歩
い
て
美
術
館
を
訪
れ
て
い
る
｡
高
齢
の
利
用
者
も
い
る
こ
と
か
ら
､
ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
｡

５
財
務
事
務

�
チ
ケ
ッ
ト
販
売

県
立
美
術
館
に
お
い
て
は
､
受
付
､
案
内
､
展
示
物
の
監
視
業
務
に
つ
い
て
､
業
者
に
委
託

を
行
っ
て
い
る
｡
こ
の
委
託
契
約
に
は
､
チ
ケ
ッ
ト
販
売
業
務
が
含
ま
れ
て
い
る
｡
公
金
の
徴
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コ
ー
ナ
ー
で
は
自
主
制
作
番
組
を
中
心
し
､
美
術
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
番
組
を
自
由
に
視
聴

で
き
ま
す
｡

収
集
保
存

福
島
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
､
近
代
以
降
の
国
内
外
の
優
れ
た
美
術
作
品
を
収

集
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
良
好
な
環
境
で
の
保
存
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
､
必
要
に
応

じ
て
修
復
を
行
い
ま
す
｡



契
約
額

10,500,000

平
成
16年
度

10,531,500

平
成
17年
度

10,531,500

平
成
18年
度

収
又
は
収
納
を
私
人
に
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
は
地
方
自
治
法
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る
｡

美
術
館
の
チ
ケ
ッ
ト
収
入
は
｢使
用
料
｣
に
分
類
さ
れ
る
が
､
私
人
に
取
り
扱
わ
せ
て
も
責

任
関
係
が
不
明
確
に
な
ら
ず
､
公
正
な
取
扱
が
期
待
さ
れ
､
か
つ
､
県
の
収
入
が
一
層
確
保
さ

れ
る
と
き
に
限
っ
て
以
下
の
と
お
り
地
方
自
治
法
施
行
令
に
よ
り
例
外
が
認
め
ら
れ
て
お
り
､

私
人
に
委
託
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
場
合
は
､
委
託
し
た
こ
と
を
告
示
す
る
こ
と
､
チ

ケ
ッ
ト
売
場
に
お
い
て
委
託
し
て
い
る
こ
と
の
表
示
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
｡

【
指
摘
】

し
か
し
､
県
は
､
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
委
託
を
開
始
し
た
際
に
告
示
を
行
っ
て
お
ら
ず
､
ま
た
､

現
状
に
お
い
て
､
美
術
館
の
チ
ケ
ッ
ト
売
場
に
当
該
表
示
を
設
置
し
て
い
な
い
｡

つ
い
て
は
､
チ
ケ
ッ
ト
売
場
に
お
い
て
､
観
覧
料
の
徴
収
を
業
者
に
委
託
し
て
い
る
旨
の
表

示
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
｡

�
チ
ケ
ッ
ト
管
理

日
々
の
チ
ケ
ッ
ト
管
理
に
つ
い
て
は
､
汚
損
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
｡
実
際
に
調
べ
た
と

こ
ろ
､
平
成
18年
度
に
お
い
て
は
､
１
枚
の
汚
損
が
あ
っ
た
｡

チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
､
｢美
術
館
に
お
け
る
観
覧
料
等
収
入
に
係
る
事
務
処
理
要
領
｣
で

規
定
さ
れ
た
様
式
｢観
覧
券
出
納
・
発
売
明
細
表
｣
に
よ
り
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
､

当
該
汚
損
に
つ
い
て
は
､
余
白
に
汚
損
し
た
チ
ケ
ッ
ト
の
番
号
と
｢汚
損
｣
と
い
う
文
字
が
記

載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
｡

【
意
見
】
チ
ケ
ッ
ト
は
一
種
の
金
券
で
あ
り
､
当
然
､
厳
正
な
管
理
が
必
要
で
あ
る
｡
現
行
の
処
理
に

お
い
て
は
､
そ
も
そ
も
当
該
チ
ケ
ッ
ト
を
不
用
の
も
の
と
し
て
よ
い
か
伺
う
手
続
､
つ
ま
り
不

用
の
決
定
が
欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
つ
い
て
は
､
不
用
の
決
定
を
行
う
様
式
を
整
備
す
る

と
と
も
に
､
実
際
に
当
該
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
｡

�
委
託
契
約

美
術
館
の
空
調
設
備
保
守
点
検
業
務
は
､
併
設
す
る
図
書
館
も
そ
の
業
務
の
対
象
と
し
て
い

る
｡最
近
の
過
去
３
年
間
の
契
約
額
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

(単
位
円
)

本
契
約
は
､
開
館
以
来
､
当
該
空
調
施
設
の
施
工
業
者
と
随
意
契
約
を
締
結
し
て
い
る
が
､

そ
の
随
意
契
約
の
理
由
は
､
設
備
機
器
の
内
容
を
最
も
熟
知
し
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
｡

【
指
摘
】
美
術
館
の
設
置
者
は
県
で
あ
り
､
当
然
県
は
施
設
の
内
容
を
最
も
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡
県
側
が
建
設
時
の
施
工
業
者
と
同
じ
業
者
を
相
手
方
と
し
て
､
こ
の
よ
う
な
随
意
契

約
を
締
結
し
続
け
る
こ
と
は
､
施
工
時
の
競
争
入
札
の
意
味
を
な
く
し
て
い
る
と
言
え
る
｡

設
置
者
で
あ
る
県
は
､
責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
県
有
施
設
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

今
回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
､
随
意
契
約
の
理
由
は
立
た
ず
､
競
争
入
札
に
よ
っ
て

受
託
業
者
を
選
定
す
べ
き
で
あ
る
｡

�
基
金
美
術
品
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
､
福
島
県
立
美
術
館
条
例
に
よ
り
以
下
の
と
お
り
規
定

さ
れ
て
い
る
｡
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(歳
入
の
徴
収
又
は
収
納
の
委
託
)

第
１
５
８
条
次
に
掲
げ
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
歳
入
に
つ
い
て
は
､
そ
の
収
入
の
確
保
及

び
住
民
の
便
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
､
私
人
に
そ
の
徴
収
又
は

収
納
の
事
務
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

１
使
用
料

２
手
数
料

３
賃
貸
料

４
物
品
売
払
代
金

５
貸
付
金
の
元
利
償
還
金

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
､
歳
入
の
徴
収
又
は
収
納
の
事
務
を
私
人
に
委
託
し
た
と
き
は
､
普

通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
､
そ
の
旨
を
告
示
し
､
か
つ
､
当
該
歳
入
の
納
入
義
務
者
の
見
や

す
い
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(業
務
)

第
３
条
美
術
館
に
お
い
て
行
う
業
務
は
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

１
美
術
品
及
び
美
術
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
､
保
管
し
､
及
び
展
示
す
る
こ
と
｡

・・・

(私
人
の
公
金
取
扱
い
の
制
限
)

第
２
４
３
条
普
通
地
方
公
共
団
体
は
､
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
特
別
の
定
め
が
あ

る
場
合
を
除
く
ほ
か
､
公
金
の
徴
収
若
し
く
は
収
納
又
は
支
出
の
権
限
を
私
人
に
委
任
し
､

又
は
私
人
を
し
て
行
な
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
｡



年度 基
金
計

基
金
現
金
残
高

基
金
現
物
残

県
費
買
戻
(累
計
)

基
金
に
よ
る
購
入
(累
計
)

基
金
積
立

等
Ａ

金
額

美
術
館

基
金
に
よ
る
購
入
Ｂ

金
額

博
物
館

640,430,000

2,556,237

637,873,763

2,826,372,800

3,464,246,563

美
術
館
分

金
額

美
術
館 県
費
買
戻
Ｃ金
額

博
物
館

84,490,000

43,490,000

41,000,000

509,053,743

550,053,743

博
物
館
分

金
額

美
術
館

基
金
現
金
残
高
Ｄ
＝
Ａ
－
Ｅ

金
額

博
物
館

724,920,000

46,046,237

678,873,763

3,335,426,543

4,014,300,306

計

金
額 計

累
計
金
額

基
金
現
物

残Ｅ
＝
Ｂ
－
Ｃ

計 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 元 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 年度

724,920,000

102,000,000

22,920,000

200,000,000

100,000,000

300,000,000

基
金
積
立

等
Ａ

3,464,246,563

8,632,488

8,937,025

41,230,000

28,145,000

21,887,250

42,035,000

256,322,000

104,185,000

136,500,000

10,000,000

186,299,000

415,120,000

99,950,000

83,600,000

66,140,000

179,953,800

45,950,000

80,900,000

68,560,000

113,000,000

236,100,000

254,400,000

206,100,000

177,600,000

366,500,000

226,200,000

金
額

美
術
館

基
金
に
よ
る
購
入
Ｂ

550,053,743

20,000,000

21,000,000

3,558,000

82,187,540

17,510,000

19,991,865

19,225,568

20,000,000

16,580,770

40,000,000

55,000,000

85,000,000

100,000,000

50,000,000

金
額

博
物
館

2,826,372,800

10,000,000

22,150,000

100,000,000

409,699,000

79,570,000

99,950,000

540,923,800

100,700,000

100,000,000

103,380,000

100,000,000

80,000,000

150,000,000

200,000,000

300,000,000

230,000,000

200,000,000

金
額

美
術
館 県
費
買
戻
Ｃ509,053,743

3,558,000

64,187,540

18,000,000

17,510,000

19,991,865

40,000,000

19,225,568

20,000,000

16,580,770

55,000,000

85,000,000

100,000,000

50,000,000

金
額

博
物
館

2,556,237

2,556,237

11,188,725

20,125,750

51,355,750

79,500,750

101,388,000

143,423,000

399,745,000

481,780,000

618,280,000

528,280,000

304,880,000

204,880,000

520,000,000

520,000,000

62,676,200

28,116,200

108,070,000

50,640,000

31,540,000

20,100,000

△
16,900,000

19,200,000

△
26,400,000

△
50,300,000

△
72,700,000

173,800,000

300,000,000

金
額

美
術
館

基
金
現
金
残
高
Ｄ
＝
Ａ
－
Ｅ

43,490,000

43,490,000

63,490,000

63,490,000

84,490,000

84,490,000

80,932,000

80,932,000

80,932,000

84,490,000

84,490,000

84,490,000

20,302,460

82,490,000

80,000,000

80,000,000

40,000,000

40,000,000

40,000,000

40,000,000

80,000,000

80,000,000

80,000,000

80,000,000

80,000,000

80,000,000

80,000,000 0 0

金
額

博
物
館

46,046,237

46,046,237

74,678,725

83,615,750

135,845,750

163,990,750

182,320,000

224,355,000

480,677,000

566,270,000

702,770,000

612,770,000

325,182,460

287,370,000

600,000,000

600,000,000

102,676,200

68,116,200

148,070,000

90,640,000

111,540,000

100,100,000

63,100,000

99,200,000

53,600,000

29,700,000

7,300,000

173,800,000

300,000,000

金
額 計

678,873,763

678,873,763

650,241,275

641,304,250

589,074,250

560,929,250

542,600,000

500,565,000

244,243,000

158,650,000

22,150,000

112,150,000

399,737,540

335,550,000 0 0

497,323,800

531,883,800

451,930,000

509,360,000

488,460,000

499,900,000

536,900,000

500,800,000

546,400,000

570,300,000

592,700,000

226,200,000 0

累
計
金
額

基
金
現
物

残Ｅ
＝
Ｂ
－
Ｃ

な
お
､
美
術
品
の
取
得
に
お
い
て
は
､
福
島
県
美
術
品
等
取
得
基
金
条
例
に
よ
り
基
金
が
設

置
さ
れ
て
い
る
｡

平
成
19年
３
月
末
現
在
の
当
該
基
金
の
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

美
術
品
等
取
得
基
金
状
況
(平
成
19年
３
月
末
)

(単
位
円
)

県
教
育
委
員
会
は
､
本
来
は
必
要
な
美
術
品
等
を
基
金
に
よ
り
購
入
し
､
県
費
に
よ
る
買
い

戻
し
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
金
を
現
金
で
有
す
る
よ
う
に
し
て
き
た
が
､
最
近
の
県
財
政
状

況
の
悪
化
に
よ
っ
て
､
県
費
に
よ
る
買
い
戻
し
が
で
き
ず
､
当
該
基
金
の
美
術
館
分
の
現
金
残

高
は
平
成
19年
３
月
末
現
在
2,556,237円

し
か
な
く
､
現
実
に
美
術
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
｡

以
下
に
当
該
基
金
設
立
以
来
の
状
況
を
示
し
た
が
､
平
成
10年
度
付
近
を
境
に
県
費
に
よ
る

買
戻
し
が
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
｡

美
術
品
等
取
得
基
金
状
況
(昭
和
58年
度
～
)

(単
位
円
)

【
意
見
】
美
術
館
に
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
背
景
の
中
で
生
ま
れ
た
文
化
活
動
の
証
た
る
美
術
作
品

を
文
化
財
と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
使
命
が
あ
り
､
こ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は
､
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
も
一
定
額
の
県
費
に
よ
る
買
い
戻
し
､
基
金
の
積
立
が
必
要
で
あ
る
｡

な
お
､
基
金
で
の
美
術
品
購
入
が
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て
､
県
立
美
術
館
に
お
い
て
は
交

換
展
と
呼
ば
れ
る
企
画
を
開
催
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
､
お
互
い
の
美
術
館
が
所
蔵
す
る
美
術
品

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号19

(設
置
)

第
１
条
美
術
品
及
び
博
物
館
資
料
の
取
得
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
､
地
方
自
治
法

第
241条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
美
術
品
等
取
得
基
金
を
設
置
す
る
｡

(業
務
)

第
３
条
美
術
館
に
お
い
て
行
う
業
務
は
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

１
美
術
品
及
び
美
術
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
､
保
管
し
､
及
び
展
示
す
る
こ
と
｡

・・・



主
な
業
務
(展
示

設
置
目
的

設
置
年
月

所
在
地

�
歴
史
､
考
古
､
民
俗
､
美
術
工
芸
､
自
然
等
に
関
す
る
実
物
､
標
本
､

模
写
､
模
型
､
文
献
､
図
表
､
写
真
､
フ
ィ
ル
ム
､
レ
コ
ー
ド
等
の
資

料
を
収
集
し
､
保
管
し
､
及
び
展
示
す
る
こ
と

博
物
館
資
料
に
関
す
る
専
門
的
､
技
術
的
な
調
査
研
究
を
行
う
こ
と

県
民
の
教
育
､
学
術
及
び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

昭
和
61年
10月

会
津
若
松
市
城
東
町
１
－
25

館
長

開
館
時
間
等

収
蔵
資
料
総
数

職
員
数

建
設
費

建
物
床
面
積

敷
地
面
積

主
な
業
務
(展
示

内
容
)

設
置
目
的

設
置
年
月

所
在
地

副
館
長

開
館
時
間
９
：
30～
17：
00
(最
終
入
館
は
16：
30)

休
館
日
月
曜
日
(祝
祭
日
を
除
く
)

祝
祭
日
の
翌
日
(土
日
を
除
く
)

年
末
年
始
(12月

28日
～
１
月
４
日
)

計
100,845点

非
常
勤
館
長

1名
正
規
職
員

24名
臨
時
事
務
補
助
員

2名
非
常
勤
嘱
託
員

26名
計

53名
※
平
成
18年
５
月
１
日
現
在

65億
円

11,071.44㎡

37,269.6㎡

�
歴
史
､
考
古
､
民
俗
､
美
術
工
芸
､
自
然
等
に
関
す
る
実
物
､
標
本
､

模
写
､
模
型
､
文
献
､
図
表
､
写
真
､
フ
ィ
ル
ム
､
レ
コ
ー
ド
等
の
資

料
を
収
集
し
､
保
管
し
､
及
び
展
示
す
る
こ
と

�
博
物
館
資
料
に
関
す
る
専
門
的
､
技
術
的
な
調
査
研
究
を
行
う
こ
と

�
博
物
館
資
料
に
関
す
る
講
演
会
､
講
習
会
､
研
究
会
等
を
開
催
す
る

こ
と

�
博
物
館
資
料
の
利
用
に
関
し
必
要
な
説
明
､
助
言
､
指
導
等
を
行
う

こ
と

県
民
の
教
育
､
学
術
及
び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

昭
和
61年
10月

会
津
若
松
市
城
東
町
１
－
25

学
芸
課

総
務
課

学
習
広
報
班

資
料
整
備
班

展
示
保
存
班

企
画
運
営
班

を
貸
し
合
う
も
の
で
､
基
本
的
に
は
運
搬
費
以
外
の
コ
ス
ト
は
掛
か
ら
な
い
｡
平
成
18年
度
に

お
い
て
は
山
形
美
術
館
と
の
交
換
展
を
開
催
し
､
平
成
20年
度
に
お
い
て
は
､
三
重
県
立
美
術

館
と
の
交
換
展
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
自
ら
所
蔵
す
る
方
法
以
外
に
も
､
県
民

に
対
し
て
優
れ
た
美
術
品
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
で
き
る
方
法
が
あ
る
こ
と
を
示
す
好
事
例
で

あ
り
､
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
う
｡

ま
た
､
県
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
､
実
行
委
員
会
方
式
(例
：
地
元
報
道

機
関
の
共
催
)
等
が
有
効
で
あ
る
の
で
､
積
極
的
に
活
用
さ
れ
た
い
｡

�
行
政
財
産
の
使
用
許
可

レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
に
係
る
行
政
財
産
の
使
用
許
可
は
､
年
間
を
通
し
た
許
可
で
あ
り
､
財
務

規
則
第
39条
第
１
号
の
｢会
計
年
度
単
位
で
定
め
た
収
入
金
｣
に
該
当
す
る
｡

こ
の
場
合
､
通
常
は
４
月
末
日
を
納
期
限
と
す
べ
き
で
あ
る
が
､
平
成
18年
の
４
月
末
日
は

日
曜
日
で
あ
り
､
上
記
た
だ
し
書
き
に
よ
り
翌
日
の
５
月
１
日
(月
)
を
納
期
限
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡

し
か
し
､
実
際
の
事
務
処
理
に
お
い
て
は
､
４
月
28日

(金
)
を
納
期
限
と
し
て
い
た
｡

【
指
摘
】
単
純
な
ミ
ス
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
､
そ
の
設
定
に
は
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
４
部
博
物
館

１
施
設
の
概
要

２
組
織
の
概
要

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号 20

(納
期
限
)

第
39条

収
入
金
の
納
期
限
は
､
法
令
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
､
次
に
掲
げ
る
区
分

に
よ
り
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
に
掲
げ
る
日
が

民
法
第
142条

に
規
定
す
る
休
日
､
土
曜
日
又
は
12月

31日
に
当
た
る
と
き
は
､
こ
れ
ら
の

日
の
翌
日
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

１
会
計
年
度
単
位
で
定
め
た
収
入
金
は
､
そ
の
年
度
の
４
月
末
日

・・・



教
育
費

労
働
費

館
長

博物館執行分

使
用
料
及
び
賃
借
料

委
託
料

役
務
費

需
用
費

交
際
費

旅
費

報
償
費

賃
金

共
済
費

職
員
手
当
等

報
酬

賃
金

共
済
費

副
館
長

4,232,100

78,672,786

11,360,041

75,649,878

46,250

6,165,430

2,893,650

3,422,478

7,225,911

285,000

53,335,954

470,119,728

1,747,552

238,555

1,986,107

平
成
16年
度

学
芸
課

4,290,506

73,998,298

11,610,715

83,642,603

20,750

6,652,445

3,573,512

2,990,640

7,366,099

190,000

53,476,475

468,663,993

962,376

131,251

1,093,627

平
成
17年
度

1,491,641

74,805,507

12,302,159

86,897,872 0

6,582,785

3,464,700

2,119,608

7,019,640

315,000

50,956,243

462,392,055

1,640,274

188,443

1,828,717

平
成
18年
度

学
習
広
報
班

資
料
整
備
班

展
示
保
存
班

行
政
コ
ス
ト

差
引

(Ｂ
)
－
(Ａ
)

歳
入
計

(Ｂ
)

諸
収
入

財
産
収
入

使
用
料
及
び
手
数
料

歳
出
計

(Ａ
)

本庁執行分 博物館執行分

共
済
費

職
員
手
当
等
(退
職
手
当
除
く
)

給
料

公
課
費

負
担
金
､
補
助
及
び
交
付
金

備
品
購
入
費

工
事
請
負
費

使
用
料
及
び
賃
借
料

委
託
料

役
務
費

需
用
費

交
際
費

物
に
か
か
る
コ
ス
ト

人
に
か
か
る
コ
ス
ト

△
451,786,579

20,319,256

6,644,526

3,701,250

9,973,480

472,105,835

30,775,000

60,281,000

112,254,000

59,800

8,074,000

1,244,000

14,142,450

4,232,100

78,672,786

11,360,041

75,649,878

46,250

物
件
費

退
職
給
与
引
当
繰
入
金

人
件
費

△
459,053,468

10,704,152

939,732

2,275,200

7,489,220

469,757,620

32,581,000

64,483,000

117,213,000

22,000

74,000

1,637,800

5,841,150

4,290,506

73,998,298

11,610,715

83,642,603

20,750

187,131,346

33,600,000

263,183,326

△
444,007,502

20,213,270

826,084

4,410,600

14,976,586

464,220,772

31,585,000

60,952,000

112,167,000

46,600

80,000

1,244,900

10,361,400

1,491,641

74,805,507

12,302,159

86,897,872 0

３
財
務
状
況

以
下
に
平
成
16年
度
～
平
成
18年
度
の
決
算
を
示
し
た
｡
平
成
18年
度
で
見
る
と
歳
出
は
本
庁

執
行
分
人
件
費
を
含
め
る
と
約
４
億
６
千
４
百
万
円
､
歳
入
は
約
２
千
万
円
で
あ
り
､
歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
い
た
額
は
約
４
億
４
千
４
百
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
｡

決
算
状
況

(単
位
円
)

以
下
で
は
平
成
18年
度
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し
て
運
営
コ
ス
ト
を
分
析
し
た
｡

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

(単
位
円
)
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県
民
１
人
当
た
り
(県
の
人
口
2,081,243人

)

入
館
者
１
人
当
た
り
(入
館
者
数

104,686人
)

差
引
行
政
コ
ス
ト

収
入
項
目

行
政
コ
ス
ト

計

使
用
料
・
手
数
料
等

計

移
転
支
出
的
コ
ス
ト

物
に
か
か
る
コ
ス
ト

人
に
か
か
る
コ
ス
ト

減
価
償
却
費

工
事
請
負
費

物
件
費

退
職
給
与
引
当
繰
入
金

人
件
費

291

5,795

606,640,302

20,213,270

20,213,270

626,853,572

3,544,700

129,032,800

10,361,400

187,131,346

33,600,000

263,183,326

※
退
職
給
与
引
当
繰
入
金
に
つ
い
て
は
､
県
財
政
グ
ル
ー
プ
で
計
算
し
た
県
全
体
の
額
を
基
に
､

職
員
１
人
当
た
り
の
額
を
約
140万

円
と
し
て
試
算
｡

※
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
､
施
設
総
工
費
を
耐
用
年
数
(50年

と
し
て
)
で
均
等
分
割
し
て
算

出
｡

４
利
用
状
況

県
立
博
物
館
の
具
体
的
な
業
務
等
を
以
下
に
示
し
た
(博
物
館
年
報
か
ら
抜
粋
)
｡

次
ペ
ー
ジ
の
表
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､
年
間
の
入
館
者
数
が
県
の
人
口
の
約
５
％
(平
成

18年
度
実
績
)
で
あ
る
こ
と
は
､
県
民
の
た
め
の
博
物
館
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
決
し
て
高
い

数
字
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
｡
ま
た
､
施
設
の
運
営
コ
ス
ト
に
お
い
て
｢３

財
務
状
況
｣
で
示
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県
立
博
物
館
の
使
命

福
島
県
立
博
物
館
は
､
昭
和
61年
に
県
立
の
博
物
館
と
し
て
開
館
し
､
平
成
18年
に
開
館
20

周
年
を
迎
え
ま
し
た
｡
博
物
館
は
､
こ
れ
ま
で
の
県
民
の
教
育
､
学
術
及
び
文
化
の
発
展
に
寄

与
す
る
た
め
､
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
｡

近
年
､
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
､
博
物
館
の
存
在
意
義
の
見
直
し
と
博
物
館
ニ
ー
ズ
へ
の

積
極
的
対
応
が
要
請
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡
こ
の
た
め
､
今
回
､
新
し
い
時
代
の
博
物
館
と
し
て

目
指
す
べ
き
目
標
を
｢使
命
｣
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
｡

つ
い
て
は
､
社
会
に
対
す
る
責
務
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
､
博
物
館
に
対
し
て
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
､
そ
の
内
容
を
公
表
い
た
し
ま
す
｡

目
標福
島
県
は
､
関
東
・
北
陸
・
東
北
地
方
の
接
す
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
､
美
し
く
豊
か
な
風
土

の
も
と
､
時
代
を
通
し
て
文
化
交
流
の
地
と
し
て
発
展
し
､
特
徴
の
あ
る
歴
史
・
文
化
を
形
成

与
す
る
た
め
､
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
｡

近
年
､
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
､
博
物
館
の
存
在
意
義
の
見
直
し
と
博
物
館
ニ
ー
ズ
へ
の

積
極
的
対
応
が
要
請
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡
こ
の
た
め
､
今
回
､
新
し
い
時
代
の
博
物
館
と
し
て

目
指
す
べ
き
目
標
を
｢使
命
｣
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
｡

つ
い
て
は
､
社
会
に
対
す
る
責
務
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
､
博
物
館
に
対
し
て
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
､
そ
の
内
容
を
公
表
い
た
し
ま
す
｡

目
標福
島
県
は
､
関
東
・
北
陸
・
東
北
地
方
の
接
す
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
､
美
し
く
豊
か
な
風
土

の
も
と
､
時
代
を
通
し
て
文
化
交
流
の
地
と
し
て
発
展
し
､
特
徴
の
あ
る
歴
史
・
文
化
を
形
成

し
て
き
ま
し
た
｡
ま
た
､
広
大
な
面
積
を
も
つ
本
県
は
､
中
通
り
・
浜
通
り
・
会
津
地
域
に
分

か
れ
､
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
風
土
と
生
活
文
化
を
も
っ
て
い
ま
す
｡

福
島
県
立
博
物
館
は
､
こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
で
多
様
な
歴
史
・
文
化
が
生
み
出
し
た
遺
産
と

そ
の
背
景
に
あ
る
自
然
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・
保
存
し
､
大
切
に
未
来
へ
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
､
研
究
を
通
し
て
､
資
料
の
も
つ
価
値
を
明
ら
か
に
し
ま
す
｡
そ
し
て
､
収
集
し
た
資
料
や

研
究
の
成
果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
た
め
､
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
公
開
し
ま
す
｡

ま
た
､
人
々
が
地
域
の
課
題
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
を
支
援
し
､
地
域
文
化
の
新
し
い
価

値
を
創
造
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
､
み
な
さ
ん
が
博
物
館
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
､

人
と
人
と
の
交
流
を
大
切
に
す
る
楽
し
い
環
境
を
整
え
ま
す
｡

こ
れ
ら
を
基
本
に
､
次
の
よ
う
な
博
物
館
を
目
指
し
ま
す
｡

１
.
ふ
く
し
ま
発
見
博
物
館

２
.
出
会
い
ふ
れ
あ
い
博
物
館

３
.
あ
な
た
も
主
役
博
物
館

活
動
の
指
針

目
標
を
達
成
す
る
た
め
､
次
の
よ
う
な
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
｡

【
専
門
機
能
】

１
.
地
域
の
文
化
遺
産
の
収
集
と
継
承

２
.
最
新
の
研
究
に
よ
る
新
た
な
資
料
価
値
の
発
見

３
.
来
る
た
び
に
発
見
が
あ
る
展
示
と
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
支
援

【
交
流
機
能
】

４
.
楽
し
く
て
出
会
い
の
あ
る
空
間
の
創
出

５
.
博
物
館
事
業
へ
の
住
民
参
加

６
.
博
物
館
情
報
の
発
信
と
公
開

７
.
地
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点

８
.
新
し
い
観
光
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

【
運
営
機
能
】

９
.
使
命
の
明
示
と
事
業
の
点
検

10.
人
材
の
育
成
と
機
能
的
な
組
織



県
の
人
口

合
計

無
料

有
料

区
分

計(県
人
口
に
占
め
る
割
合
)

企
画
展

常
設
展

計 企
画
展

常
設
展

計 企
画
展

常
設
展

2,105,267

7.6

159,111

78,713

80,398

58,173

3,226

54,947

100,938

75,487

25,451

平
成
16年
度

2,096,406

3.9

81,955

6,818

75,137

58,048

1,834

56,214

23,907

4,984

18,923

平
成
17年
度

2,081,243

5.0

104,686

25,540

79,146

61,005

3,639

57,366

43,681

21,901

21,780

平
成
18年
度

し
た
多
額
の
県
費
を
投
入
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
､
更
な
る
観
覧
者
の
増
加
が
望
ま
れ
る
｡

な
お
､
平
成
16年
度
に
つ
い
て
は
､
企
画
展
｢ア
ー
ト
オ
ブ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
展
｣
の
影

響
で
観
覧
者
が
平
成
17年
度
､
18年
度
に
比
較
し
て
多
く
な
っ
て
い
る
｡

入
館
者
数

(単
位
人
､
％
)

※
県
の
人
口
は
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｢ふ
く
し
ま
統
計
情
報
B
O
X｣
の
｢福
島
県
の
推
計

人
口
(福
島
県
現
住
人
口
調
査
月
報
)
｣
に
よ
る
｡

※
企
画
展

平
成
16年
度
ア
ー
ト
オ
ブ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
展
64,436人

他
平
成
17年
度
婚
礼

3,778人
他

平
成
18年
度
徳
川
将
軍
家
と
会
津
松
平
家

19,483人
他

【
意
見
】
私
は
､
｢第
２
部
図
書
館
｣
で
述
べ
た
と
お
り
､
教
育
と
は
､
教
え
育
て
て
育
成
す
る
義

務
的
な
面
と
､
学
問
の
自
由
を
尊
重
す
る
と
い
う
自
主
的
な
面
が
あ
り
､
ど
ち
ら
か
一
方
の
み

で
は
教
育
・
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
が
､
こ
れ
ま
で
の
博
物
館
の
運
営

に
お
い
て
は
､
館
側
か
ら
の
働
き
掛
け
つ
ま
り
義
務
的
な
面
が
弱
か
っ
た
と
考
え
る
｡
例
え
ば
､

県
が
推
進
し
て
い
る
｢ふ
く
し
ま
教
育
旅
行
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
冊
子
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
は
､
博
物
館
で
開
催
し
て
い
る
各
種
体
験
講
座
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
｡
会
津

の
地
は
､
県
内
及
び
県
外
か
ら
の
修
学
旅
行
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は

積
極
性
が
足
り
な
い
と
考
え
る
｡

今
後
は
新
規
利
用
者
を
増
や
す
た
め
､
自
ら
の
力
で
観
覧
者
を
増
や
そ
う
と
す
る
積
極
性
が

必
要
で
あ
る
｡

以
下
に
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
２
つ
の
面
に
分
け
て
提
案
し
た
い
｡

(博
物
館
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
､
新
規
に
利
用
し
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
)

○
各
学
校
と
連
携
し
て
､
授
業
の
一
環
と
し
て
県
立
博
物
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
｡

○
現
役
及
び
退
職
教
員
(主
に
歴
史
)
や
地
域
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
を
博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
募
集
し
､
博
物
館
の
案
内
人
と
し
て
博
物
館
運
営
に
協
力
し
て
も
ら
う
｡

○
学
芸
員
を
学
校
や
公
民
館
等
へ
派
遣
す
る
事
業
を
よ
り
積
極
的
に
実
施
す
る
｡

○
学
芸
員
や
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
､
所
蔵
す
る
展
示
品
に
つ
い
て
感
想
を
書
い
て
地
元

紙
等
に
投
稿
す
る
｡
県
立
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同
内
容
を
掲
載
し
､
県
民
か
ら
意

見
､
感
想
を
も
ら
う
｡

○
展
示
品
の
選
定
に
お
い
て
､
県
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
｡
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
､

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
､
意
見
箱
を
設
置
す
る
｡

(利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
)

○
企
画
展
に
つ
い
て
開
館
時
間
を
延
長
さ
せ
る
｡

○
隣
接
し
て
い
る
鶴
ヶ
城
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
展
示
品
を
置
き
､
鶴
ヶ
城
と
博
物
館
を
一
緒

に
回
る
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
｡
ツ
ア
ー
の
引
率
は
学
芸
員
､
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当

す
る
｡
ま
た
､
鶴
ヶ
城
と
博
物
館
の
双
方
を
観
覧
す
る
場
合
は
､
観
覧
料
を
割
り
引
く
と
い
っ

た
制
度
を
作
る
｡

５
財
務
事
務

�
展
示
品
等
の
管
理

財
務
規
則
に
基
づ
き
､
展
示
品
の
う
ち
取
得
金
額
が
100万

円
以
上
の
も
の
は
重
要
物
品
と

し
て
｢物
品
(重
要
)
登
録
一
覧
表
｣
で
管
理
さ
れ
､
当
該
展
示
品
に
は
品
名
記
号
を
記
し
た

標
識
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
｡

し
か
し
､
実
際
の
展
示
品
管
理
に
お
い
て
は
｢ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ー
パ
ー
｣
と
呼
ば
れ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
､
先
の
品
名
記
号
と
は
別
の
番
号
で
管
理
さ
れ
て
い
た
｡

管
理
す
る
に
当
た
っ
て
､
支
障
が
な
け
れ
ば
問
題
な
い
が
､
私
が
｢物
品
(重
要
)
登
録
一
覧

表
｣
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
展
示
物
を
実
際
に
確
認
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
､
担
当
職
員
が
当
該

展
示
物
を
特
定
す
る
の
に
数
十
分
を
要
し
た
｡

【
意
見
】
１
つ
の
展
示
物
に
対
し
て
､
２
種
類
の
記
号
を
与
え
て
管
理
す
る
こ
と
は
､
煩
雑
で
あ
り
非
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S61-1

備
品
番
号眼
底
カ
メ
ラ

品
名 リ
コ
ー
オ
ー
ト
プ
リ

ン
タ
ー
1600

規
格
等

キ
ャ
ノ
ン
無
散
瞳

C
R3-45N

M

型
番 昭
和
61年

取
得
年

2,200,000円

取
得
価
額 950,000円

取
得
価
額

オ
フ
セ
ッ
ト
印

刷

備
考

博
物
館

美
術
館

4 13

４
月

3 10

５
月

3 12

６
月

4 10

７
月

4 12

８
月

4 13

９
月

4 12

10月

4 13

11月

4 10

12月

4 13

１
月

4 12

２
月

3 12

３
月

45

142

計

効
率
で
あ
る
｡
特
に
高
額
な
物
に
つ
い
て
は
､
対
応
表
(任
意
様
式
)
を
作
成
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
､
そ
の
よ
う
な
労
力
を
費
や
す
の
で
あ
れ
ば
､
そ
も
そ
も
記
号
を
統
一
し
て
管
理
す

べ
き
と
考
え
る
｡

�
不
用
物
品

財
務
規
則
に
よ
る
と
､
不
用
の
決
定
に
つ
い
て

と
規
定
さ
れ
､
老
朽
化
し
て
使
用
不
能
､
貸
付
不
能
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
､
不
用
の
決

定
つ
ま
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
､
博
物
館
の
備
品
を
確
認
(サ
ン
プ
ル

調
査
)
し
た
と
こ
ろ
､
以
下
の
も
の
が
使
用
で
き
な
い
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
物
品
管
理
簿

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
｡

【
指
摘
】
使
用
不
可
及
び
売
払
い
不
可
の
物
品
に
つ
い
て
は
､
安
全
面
及
び
コ
ス
ト
面
か
ら
､
早
急
に

不
用
の
決
定
を
行
い
､
処
分
す
べ
き
で
あ
る
｡

�
物
品
管
理
簿

以
下
の
物
品
に
つ
い
て
は
､
取
得
金
額
が
100万

円
以
上
で
あ
り
､
本
来
は
｢物
品
(重
要
)

登
録
一
覧
表
｣
に
掲
載
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
､
取
得
金
額
が
100万

円
未
満
の
物
品
を
対
象

と
す
る
｢物
品
管
理
簿
｣
に
も
重
複
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
｡

【
指
摘
】
早
期
に
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
｡

第
５
部
共
通
事
項

１
館
長
の
非
常
勤

県
立
美
術
館
と
博
物
館
の
館
長
は
､
県
立
図
書
館
と
は
異
な
り
､
非
常
勤
で
あ
り
､
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
専
門
家
に
委
嘱
し
て
い
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
日
に
つ
い
て
は
､
｢福
島
県
立
美
術
館
非

常
勤
館
長
の
身
分
等
に
関
す
る
要
綱
｣
に
よ
り
16日
以
内
､
｢福
島
県
立
博
物
館
非
常
勤
館
長
の

身
分
等
に
関
す
る
要
綱
｣
に
よ
り
４
日
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
｡

平
成
18年
度
の
勤
務
実
績
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

(単
位
日
)

【
意
見
】
県
立
美
術
館
と
博
物
館
の
業
務
は
､
以
下
の
と
お
り
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の

業
務
の
実
施
に
際
し
て
は
､
組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
館
長
が
職
員
を
指
揮
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
｡

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号 24

(業
務
)

第
３
条
美
術
館
に
お
い
て
行
う
業
務
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

１
美
術
品
及
び
美
術
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
､
保
管
し
､
及
び
展
示
す
る
こ
と
｡

２
美
術
に
関
す
る
専
門
的
､
技
術
的
な
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
｡

３
美
術
に
関
す
る
講
演
会
､
講
習
会
､
映
写
会
､
研
究
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
｡

４
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
､
そ
の
設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務

を
行
う
こ
と
｡

福
島
県
立
美
術
館
条
例

(業
務
)

第
３
条
博
物
館
に
お
い
て
行
う
業
務
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

１
歴
史
､
考
古
､
民
俗
､
美
術
工
芸
､
自
然
等
に
関
す
る
実
物
､
標
本
､
模
写
､
文
献
､

図
表
､
写
真
､
フ
ィ
ル
ム
､
レ
コ
ー
ド
等
の
資
料
を
収
集
し
､
保
管
し
､
及
び
展
示
す
る

こ
と
｡

２
博
物
館
資
料
に
関
す
る
専
門
的
､
技
術
的
な
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
｡

３
博
物
館
資
料
に
関
す
る
講
演
会
､
講
習
会
､
研
究
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
｡

４
博
物
館
資
料
の
利
用
に
関
し
必
要
な
説
明
､
助
言
､
指
導
等
を
行
う
こ
と
｡

５
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
､
そ
の
設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務

福
島
県
立
博
物
館
条
例

(不
用
の
決
定
等
)

第
１
５
１
条
物
品
管
理
権
者
は
､
供
用
若
し
く
は
処
分
の
必
要
が
な
い
物
品
の
う
ち
に
管
理

換
え
若
し
く
は
分
類
換
え
に
よ
る
も
適
切
な
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
物

品
が
あ
る
と
き
､
又
は
供
用
若
し
く
は
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
物
品

が
あ
る
と
き
は
､
こ
れ
ら
の
物
品
に
つ
い
て
不
用
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡



ま
た
､
｢福
島
県
立
美
術
館
条
例
施
行
規
則
｣
及
び
｢福
島
県
立
博
物
館
条
例
施
行
規
則
｣
か

ら
館
長
の
主
な
業
務
を
抜
き
出
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

○
臨
時
に
休
館
し
､
ま
た
は
臨
時
に
開
館
で
き
る

○
開
館
時
間
を
臨
時
に
変
更
で
き
る

○
年
間
観
覧
者
に
年
間
観
覧
券
を
交
付
す
る

○
普
通
観
覧
料
に
つ
い
て
免
除
す
る

○
観
覧
料
の
免
除
を
承
認
し
た
と
き
は
､
観
覧
料
免
除
承
認
書
を
交
付
す
る

○
観
覧
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る

な
お
､
文
化
三
館
の
館
長
(
｢教
育
機
関
の
長
｣
)
の
事
務
決
裁
関
係
に
つ
い
て
は
､
以
下
の

と
お
り
規
定
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
館
長
の
業
務
を
示
し
た
が
､
そ
の
内
容
は
多
岐
に
渡
る
｡
館
長
の
業
務
は
､
定
例
的
な
事

務
処
理
の
他
に
､
館
の
ト
ッ
プ
と
し
て
的
確
な
判
断
及
び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
特
に
学
芸
員
へ
の
専
門
的
な
指
導
､
助
言
に
つ
い
て
は
､
一

般
行
政
職
で
あ
る
副
館
長
が
行
う
こ
と
は
難
し
い
｡
現
況
に
お
い
て
は
､
館
長
は
非
常
勤
で
あ
り
､

美
術
館
は
週
３
日
､
博
物
館
は
週
１
日
程
度
の
勤
務
と
な
っ
て
お
り
､
館
の
運
営
状
況
を
把
握
し
､

的
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
｡

よ
っ
て
､
現
況
の
よ
う
に
各
分
野
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
る
人
を
非
常
勤
館
長
と
し
て
迎
え
る

場
合
に
つ
い
て
は
､
館
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
｡

具
体
的
に
は
､
副
館
長
に
つ
い
て
は
､
行
政
職
で
は
な
く
美
術
の
専
門
家
(学
芸
員
､
美
術
の

教
員
)
を
充
て
る
､
決
裁
関
係
に
つ
い
て
は
､
副
館
長
の
代
決
と
い
う
形
で
は
な
く
､
あ
ら
か
じ

め
館
長
決
裁
区
分
の
も
の
を
副
館
長
決
裁
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
｡

２
観
覧
料
等
の
指
定
金
融
機
関
へ
の
払
込
み

県
の
機
関
に
お
い
て
は
､
財
務
規
則
第
63条
第
１
項
に
よ
り
､
収
入
は
収
納
し
た
当
日
に
指
定

金
融
機
関
に
振
り
込
む
こ
と
が
原
則
に
な
っ
て
い
る
｡

た
だ
し
､
県
立
美
術
館
及
び
博
物
館
の
よ
う
に
指
定
金
融
機
関
の
営
業
日
で
な
い
日
に
､
業
務

を
行
い
収
入
が
あ
る
機
関
に
つ
い
て
は
､
同
条
第
２
項
及
び
第
３
項
に
よ
り
特
例
が
認
め
ら
れ
て

い
る
｡
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(業
務
)

第
３
条
博
物
館
に
お
い
て
行
う
業
務
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

１
歴
史
､
考
古
､
民
俗
､
美
術
工
芸
､
自
然
等
に
関
す
る
実
物
､
標
本
､
模
写
､
文
献
､

図
表
､
写
真
､
フ
ィ
ル
ム
､
レ
コ
ー
ド
等
の
資
料
を
収
集
し
､
保
管
し
､
及
び
展
示
す
る

こ
と
｡

２
博
物
館
資
料
に
関
す
る
専
門
的
､
技
術
的
な
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
｡

３
博
物
館
資
料
に
関
す
る
講
演
会
､
講
習
会
､
研
究
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
｡

４
博
物
館
資
料
の
利
用
に
関
し
必
要
な
説
明
､
助
言
､
指
導
等
を
行
う
こ
と
｡

５
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
､
そ
の
設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務

を
行
う
こ
と
｡

福
島
県
立
博
物
館
条
例

(専
決
)

第
４
条
教
育
機
関
の
長
は
､
次
に
掲
げ
る
事
項
を
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

１
所
属
職
員
の
事
務
分
担
の
決
定
に
関
す
る
こ
と
｡

２
当
該
教
育
機
関
の
長
及
び
所
属
職
員
の
旅
行
命
令
に
関
す
る
こ
と
｡

３
当
該
教
育
機
関
に
置
か
れ
る
附
属
機
関
の
委
員
の
旅
行
命
令
に
関
す
る
こ
と
｡

４
証
人
等
の
旅
行
の
依
頼
に
関
す
る
こ
と
｡

５
所
属
職
員
の
特
殊
勤
務
の
実
績
の
確
認
に
関
す
る
こ
と
｡

６
当
該
教
育
機
関
の
長
及
び
所
属
職
員
の
扶
養
手
当
の
認
定
､
寒
冷
地
手
当
の
世
帯
等
の

認
定
並
び
に
住
居
手
当
､
通
勤
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
の
決
定
及
び
改
定
に
関
す
る
こ

と
｡

７
当
該
教
育
機
関
の
長
及
び
所
属
職
員
に
係
る
児
童
手
当
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
｡

８
当
該
教
育
機
関
及
び
附
属
す
る
施
設
の
利
用
及
び
管
理
運
営
に
関
し
て
､
必
要
な
事
項

を
定
め
る
こ
と
｡

９
福
島
県
情
報
公
開
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
公
文
書
の
開
示
等
に
係
る
事
務
で
次
に
掲
げ

る
も
の
に
関
す
る
こ
と
｡

ア
公
文
書
開
示
請
求
書
の
受
理
及
び
進
達

イ
定
例
的
な
公
文
書
の
開
示
の
請
求
に
対
す
る
決
定

10
福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
個
人
情
報
の
保
護
に
係
る
事
務
で
次
に

掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
｡

ア
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録

イ
自
己
情
報
開
示
請
求
書
の
受
理

ウ
定
型
的
な
自
己
情
報
の
開
示
の
請
求
に
対
す
る
決
定

エ
自
己
情
報
訂
正
請
求
書
の
受
理

オ
定
例
的
な
自
己
情
報
の
訂
正
の
請
求
に
対
す
る
決
定

福
島
県
教
育
庁
教
育
事
務
所
等
事
務
決
裁
規
程

る
も
の
に
関
す
る
こ
と
｡

ア
公
文
書
開
示
請
求
書
の
受
理
及
び
進
達

イ
定
例
的
な
公
文
書
の
開
示
の
請
求
に
対
す
る
決
定

10
福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
個
人
情
報
の
保
護
に
係
る
事
務
で
次
に

掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
｡

ア
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録

イ
自
己
情
報
開
示
請
求
書
の
受
理

ウ
定
型
的
な
自
己
情
報
の
開
示
の
請
求
に
対
す
る
決
定

エ
自
己
情
報
訂
正
請
求
書
の
受
理

オ
定
例
的
な
自
己
情
報
の
訂
正
の
請
求
に
対
す
る
決
定

カ
自
己
情
報
取
扱
是
正
申
出
書
の
受
理

キ
自
己
情
報
の
取
扱
の
是
正
の
申
出
に
対
す
る
処
理

11
前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
軽
易
な
事
項
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
｡

(代
決
)

第
６
条
所
長
が
不
在
な
と
き
は
､
主
務
次
長
(当
該
事
務
を
整
理
す
る
次
長
を
い
う
｡
)
が

そ
の
事
務
を
代
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(代
決
の
制
限
)

第
７
条
前
条
の
規
定
に
よ
り
代
決
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
務
は
､
急
施
を
要
す
る
も
の
に
限

る
も
の
と
す
る
｡

(後
閲
)

第
８
条
代
決
し
た
事
務
は
､
定
例
又
は
軽
易
な
も
の
を
除
き
､
後
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡

(準
用
)

第
９
条
前
三
条
の
規
定
は
､
教
育
機
関
の
長
の
代
決
に
準
用
す
る
｡



休
日
等

金
､
土
､
日
曜
日

木
曜
日

水
曜
日

火
曜
日

収
入
日

翌
日

火
曜
日

金
曜
日

木
曜
日

水
曜
日

振
込
日

図
書
館

博
物
館

美
術
館

普
通
観
覧
料
を
免
除
す
る
場
合

7,280

16,572,955

32,472,495

年
間
現
金

収
入

29

197

173

振
込
回
数

29

159 98

左
記
の
う

ち
10万

円
以
内
の
振

込
回
数

29 41 24

左
記
の
う

ち
１
万
円

以
内
の
振

込
回
数

免
除
す
る
額

251

84,127

187,702

平
均
振
込

額

1,720

1,681,180

1,525,880

最
高
振
込

額

20

2,860

3,490

最
低
振
込

額

複
写
料
金

観
覧
料
等

観
覧
料
等

主
な
収
入

内
容

上
記
の
規
定
に
よ
り
､
美
術
館
及
び
博
物
館
の
観
覧
料
等
に
つ
い
て
は
､
以
下
の
と
お
り
指
定

金
融
機
関
へ
の
振
込
を
行
っ
て
い
る
｡

具
体
的
な
事
務
の
流
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

①
閉
館
後
に
受
付
か
ら
現
金
と
チ
ケ
ッ
ト
を
受
領

②
事
務
室
に
お
い
て
､
現
金
と
チ
ケ
ッ
ト
を
照
合

③
確
認
後
に
現
金
を
金
庫
に
保
管

④
翌
日
(金
､
土
､
日
曜
日
は
火
曜
日
)
に
指
定
金
融
機
関
に
入
金

よ
っ
て
､
観
覧
収
入
が
あ
る
場
合
は
､
指
定
金
融
機
関
の
営
業
日
以
外
(土
､
日
､
休
日
等
)

は
毎
日
､
指
定
金
融
機
関
へ
赴
き
入
金
す
る
こ
と
に
な
る
｡
現
実
に
は
､
観
覧
料
が
ゼ
ロ
の
日
は

な
い
の
で
､
火
～
金
曜
日
(月
曜
日
は
両
館
と
も
休
館
)
は
毎
日
､
事
務
職
員
が
指
定
金
融
機
関

に
行
っ
て
い
る
｡

次
ペ
ー
ジ
に
平
成
18年
度
の
指
定
金
融
機
関
へ
の
振
込
の
実
績
を
示
し
た
｡

(単
位
円
､
回
)

【
意
見
】
入
金
に
際
し
て
は
､
事
務
職
員
が
公
用
車
で
指
定
金
融
機
関
へ
出
向
い
て
お
り
､
当
然
そ
の

分
に
つ
い
て
は
､
人
件
費
､
ガ
ソ
リ
ン
代
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ス
ト
が
掛
か
っ
て
い
る
｡

ま
た
､
現
金
を
持
ち
歩
く
こ
と
か
ら
一
定
の
危
険
も
あ
る
｡

上
記
の
表
か
ら
判
断
す
る
と
､
美
術
館
及
び
博
物
館
に
お
い
て
は
､
か
な
り
の
頻
度
で
職
員

が
指
定
金
融
機
関
に
出
向
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
｡
両
館
と
も
､
財
務
規
則
に
則
り
適
正
に

指
定
金
融
機
関
へ
の
振
込
を
し
て
い
る
が
､
費
用
対
効
果
の
点
か
ら
考
え
る
と
､

①
現
金
残
が
10万
円
を
超
え
る
と
き
に
払
い
込
み
を
す
る

②
入
金
す
る
日
を
一
週
間
に
１
回
(休
館
明
け
の
火
曜
日
)
に
す
る

と
い
っ
た
特
例
を
設
け
る
こ
と
を
提
言
し
た
い
｡

３
観
覧
料
免
除

美
術
館
､
博
物
館
の
観
覧
料
に
つ
い
て
は
､
免
除
の
規
定
が
以
下
の
と
お
り
設
け
ら
れ
て
い
る
｡
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(現
金
等
の
指
定
金
融
機
関
等
へ
の
払
込
み
)

第
６
３
条
出
納
機
関
は
､
現
金
又
は
証
券
を
収
納
し
､
又
は
そ
の
引
継
ぎ
を
受
け
た
と
き
は
､

別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
､
現
金
等
納
付
書
に
よ
り
､
そ
の
日
の
う
ち
に
指
定

金
融
機
関
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
…
…
｡

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
会
計
管
理
者
が
指
定
す
る
出
納
機
関
に
あ
っ
て
は
､
収
納

し
､
若
し
く
は
引
継
ぎ
を
受
け
た
日
の
翌
日
に
又
は
…
…
に
ま
と
め
て
払
い
込
む
こ
と
が
で

き
る
｡

３
前
二
項
に
規
定
す
る
払
い
込
む
べ
き
日
が
休
日
等
(会
計
管
理
者
が
指
定
す
る
出
納
機
関

に
あ
っ
て
は
､
休
日
等
又
は
当
該
出
納
機
関
の
属
す
る
公
所
が
執
務
を
行
わ
な
い
日
)
に
当

た
る
と
き
は
､
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
こ
れ
ら
の
日
の
翌
日
を
払
い
込
む
べ
き
日

と
す
る
｡

(観
覧
料
の
免
除
)

第
４
条
知
事
は
､
公
益
上
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
､
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､

観
覧
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

福
島
県
立
美
術
館
条
例

福
島
県
立
博
物
館
条
例

(観
覧
料
の
免
除
及
び
そ
の
手
続
)

第
４
条
館
長
は
､
条
例
第
５
条
の
規
定
に
よ
り
､
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る

普
通
観
覧
料
に
つ
い
て
､
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
｡

福
島
県
立
美
術
館
条
例
施
行
規
則

福
島
県
立
博
物
館
条
例
施
行
規
則



５
そ
の
他
免
除
す
る
こ
と
が
公
益
上
適

当
と
認
め
る
と
き
｡

４
知
事
の
発
行
す
る
外
国
人
留
学
生
文

化
施
設
等
無
料
観
覧
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
が
観
覧
す
る
と
き
｡

３
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
第
２
条

に
定
め
る
こ
ど
も
の
日
､
敬
老
の
日
及

び
文
化
の
日
に
観
覧
す
る
と
き
｡

２
県
又
は
市
町
村
が
主
催
す
る
講
習
会
､

講
座
等
の
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き
｡

１
大
学
生
(こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て

福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
が
別
に
定

め
る
者
を
含
む
｡
)
及
び
そ
の
引
率
者

並
び
に
高
校
生
､
中
学
生
及
び
小
学
生

(こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
教
育
長
が

別
に
定
め
る
者
を
含
む
｡
)
の
引
率
者

が
､
学
校
教
育
に
基
づ
く
活
動
と
し
て

観
覧
す
る
と
き
｡

普
通
観
覧
料
を
免
除
す
る
場
合

教
育
長
が
別
に
定
め
る
額

条
例
別
表
に
定
め
る
普
通
観
覧
料
の
額
の

全
額

条
例
別
表
に
定
め
る
普
通
観
覧
料
の
額
の

全
額

条
例
別
表
に
定
め
る
普
通
観
覧
料
の
額
の

100分
の
50に
相
当
す
る
額
(引
率
者
に
あ
っ

て
は
全
額
)

条
例
別
表
に
定
め
る
普
通
観
覧
料
の
額
の

全
額

免
除
す
る
額

第２号 第１号

金
額

人数 件
数

金
額

人数 件
数

計 団
体

個
人 計 団
体

個
人

47,530

223

209 14 45

４
月

5,150 45 28 17 2

104,320

487

446 41 74

５
月

189,790

894

853 41

155

６
月

9,345 89 89 3

43,350

205

199 6 26

７
月

1,260 12 12 1

15,540 74 74 9

８
月

7,495 69 59 10 2

117,780

548

494 54

103

９
月

39,355

371

355 16 9

100,830

473

443 30 81

10月

4,200 40 40 1

16,530 78 75 3 22

11月

2,360 11 10 1 4

12月

5,250 50 50 1

3,990 19 19 1

１
月

3,770 17 13 4 4

２
月

３
月

72,055

676

633 43 19

645,790

3,029

2,835

194

524

計

両
館
に
お
い
て
､
免
除
の
申
請
が
必
要
な
ケ
ー
ス
は
､
主
に
以
下
の
２
つ
で
あ
る
が
､

①
小
学
生
～
高
校
生
の
引
率
者
､
大
学
生
及
び
そ
の
引
率
者
が
学
校
教
育
に
基
づ
く
活
動
と
し

て
観
覧

(福
島
県
立
美
術
館
条
例
施
行
規
則
第
４
条
第
１
項
の
表
の
第
１
号
､

福
島
県
立
博
物
館
条
例
施
行
規
則
第
４
条
第
１
項
の
表
の
第
１
号
)

②
県
､
市
町
村
が
主
催
す
る
講
習
会
､
講
座
等
の
活
動
と
し
て
観
覧

(福
島
県
立
美
術
館
条
例
施
行
規
則
第
４
条
第
１
項
の
表
の
第
２
号
､

福
島
県
立
博
物
館
条
例
施
行
規
則
第
４
条
第
１
項
の
表
の
第
２
号
)

こ
の
場
合
は
､
以
下
の
と
お
り
事
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
｡

つ
ま
り
､
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
､
観
覧
日
の
３
日
前
ま
で
に
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

以
下
に
､
平
成
18年
度
に
お
け
る
免
除
実
績
を
示
し
た
｡

◆
美
術
館
…
…
１
件
(個
人
５
名
､
免
除
金
額
1,300円

､
時
期
：
５
月
)

◆
博
物
館

(単
位
件
､
人
､
円
)
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(観
覧
料
の
免
除
及
び
そ
の
手
続
)

第
４
条
館
長
は
､
条
例
第
５
条
の
規
定
に
よ
り
､
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る

普
通
観
覧
料
に
つ
い
て
､
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
｡

福
島
県
立
美
術
館
条
例
施
行
規
則

福
島
県
立
博
物
館
条
例
施
行
規
則

(使
用
料
の
免
除
)

第
２
条
障
害
者
基
本
法
第
２
条
に
規
定
す
る
障
害
者
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
及
び
当
該
免
除

対
象
障
害
者
の
介
護
の
た
め
現
に
同
伴
す
る
者
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
者
が
別
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
公
の
施
設
を
使
用
す
る
と
き
は
､
当
該
公
の
施
設
に
係
る
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
､
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
使
用
料
を
免
除
す
る
｡
た
だ
し
､
当
該
公
の
施
設
の

使
用
が
貸
切
り
使
用
の
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
公
の
施
設
を
使
用
す
る
者
の
半
数
以
上
が

免
除
対
象
障
害
者
で
あ
る
と
き
に
限
り
､
当
該
使
用
料
を
免
除
す
る
｡

障
害
者
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の
使
用
料
の
免
除
に
関
す
る
条
例

(観
覧
料
の
免
除
及
び
そ
の
手
続
)

第
４
条
…
…

２
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
､
前
項
の
表
の
第
１
号
又
は
第
２
号
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
観
覧
し
よ
う
と
す
る
日
の
３
日
前
ま
で
､
…
…
に
観
覧
料
免
除
申
請
書

(第
２
号
様
式
)
を
館
長
に
提
出
し
､
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

福
島
県
立
美
術
館
条
例
施
行
規
則

福
島
県
立
博
物
館
条
例
施
行
規
則



第２号

金
額

人数 件
数

計 団
体

個
人

5,150 45 28 17 2

9,345 89 89 3

1,260 12 12 1

7,495 69 59 10 2

39,355

371

355 16 9

4,200 40 40 1

計 5,250 50 50 1

金
額

人
数

件
数

717,845

3,705

543

72,055

676

633 43 19

企
画
展
の
日
数

契
約
額
(税
抜
)

契
約
額
(税
込
)

業
者

137

32,359,800

33,977,790

Ａ
社

平
成
16年
度

134

32,000,000

33,600,000

Ａ
社

平
成
17年
度

224

35,930,000

37,726,500

Ａ
社

平
成
18年
度

147

22,280,000

23,940,000

Ｂ
社

平
成
19年
度

※
第
１
号
の
免
除
額
は
､
観
覧
料
の
全
額

(個
人
＝
260円

､
団
体
＝
210円

)
※
第
２
号
の
免
除
額
は
､
観
覧
料
の
100分

の
50

(個
人
＝
130円

､
団
体
＝
105円

)

平
成
18年
度
の
実
績
は
､
美
術
館
に
お
い
て
は
教
員
引
率
で
１
件
の
５
名
､
博
物
館
に
お
い
て

は
､
543件

の
3,705名

で
あ
っ
た
｡
修
学
旅
行
の
時
期
(５
～
６
月
､
９
～
10月

)
に
集
中
し
て

い
る
｡

【
意
見
】
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
､
事
前
に
所
定
の
申
請
書
を
入
手
し
て
､
必
要
事

項
を
記
入
し
た
上
で
観
覧
日
の
３
日
前
ま
で
に
館
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､
免
除
す

る
金
額
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
中
で
､
利
用
者
及
び
館
側
の
不
便
や
手
間
を
何
と
も
思
わ
な
い

こ
と
は
､
効
率
思
想
の
欠
如
と
考
え
る
｡
ま
た
､
博
物
館
法
に
は
以
下
の
よ
う
な
規
程
が
あ
り
､

こ
の
趣
旨
か
ら
し
て
も
､
利
用
者
及
び
行
政
の
双
方
に
と
っ
て
､
煩
雑
な
免
除
手
続
を
行
う
必

要
が
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
｡
事
前
に
申
請
書
を
提
出
さ
せ
る
の
で
は
な
く
､
観
覧
時
に
身
分
証
明

書
を
提
示
す
る
と
い
っ
た
簡
便
な
方
法
の
導
入
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡

な
お
､
先
に
示
し
た
平
成
18年
度
の
免
除
実
績
に
お
い
て
は
､
両
館
の
間
に
大
き
な
差
が
あ
っ

た
が
､
来
館
者
の
数
､
構
成
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
､
両
館
の
性
質
､
根
拠
規
程
及
び

事
務
手
続
は
類
似
し
て
お
り
､
こ
の
よ
う
な
著
し
い
違
い
が
生
じ
る
こ
と
は
普
通
考
え
ら
れ
な
い
｡

監
査
の
結
果
､
美
術
館
の
運
営
に
お
い
て
以
下
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
｡

実
際
に
､
美
術
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
､
免
除
に
触
れ

て
い
る
箇
所
は
全
く
な
か
っ
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
博
物
館
は
､
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
免
除
制
度
に
係
る
説
明
､
申
請
書
の
様
式
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

一
部
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
は
利
用
者
か
ら
免
除
申
請
書
の
提
出
が
な
け
れ
ば
当
然
､
観
覧
料
を

免
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
､
相
手
方
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
分
を
処
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
､

免
除
制
度
を
県
民
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
PRす

る
こ
と
も
美
術
館
の
業
務
に
含
ま
れ
る
｡
現

状
に
お
い
て
は
､
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
｡

美
術
館
に
お
い
て
は
､
ま
ず
､
自
分
た
ち
の
業
務
､
役
割
を
改
め
て
認
識
し
直
し
､
先
に
述
べ

た
問
題
を
早
期
に
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
｡

【
指
摘
】
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
免
除
申
請
書
の
｢記
載
要
領
｣
に
お
い
て

｢観
覧
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
返
信
用
封
筒
(切
手
貼
付
・
宛
先
明
記
)
同
封
の
う
え
､
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
(FAX不

可
)
｡
申
請
期
限
が
厳
守
さ
れ
な
い
場
合
､
承
認
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
､
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
｡
｣
と
の
記
載
が
あ
っ
た
が
､
条
例
施
行
規

則
上
は
｢観
覧
し
よ
う
と
す
る
日
の
３
日
前
ま
で
｣
で
あ
り
､
運
用
に
お
い
て
関
連
規
程
と
の

相
違
が
あ
っ
た
｡

事
情
と
し
て
は
､
観
覧
者
数
に
応
じ
た
解
説
員
(非
常
勤
嘱
託
員
)
を
勤
務
さ
せ
る
た
め
に

は
､
事
前
に
勤
務
日
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
､
条
例
施
行
規
則
で
規
定
さ
れ
て
い
る
３
日
前
で

は
な
く
１
週
間
前
を
提
出
期
限
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

博
物
館
か
ら
の
説
明
で
は
､
処
理
が
間
に
合
う
場
合
は
､
３
日
前
で
も
受
付
し
て
処
理
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

免
除
制
度
と
解
説
員
の
勤
務
日
調
整
は
別
問
題
で
あ
り
､
条
例
施
行
規
則
に
則
っ
た
運
用
が

望
ま
れ
る
｡

４
人
的
要
素
が
大
部
分
を
占
め
る
委
託
契
約

以
下
に
美
術
館
に
お
け
る
受
付
等
業
務
委
託
の
契
約
金
額
の
推
移
を
示
し
た
｡
平
成
18年
度
ま

で
は
Ａ
社
を
相
手
方
と
し
て
随
意
契
約
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
て
い
た
が
､
平
成
19年
度
に
お
い

て
は
､
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
Ｂ
社
が
落
札
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

(単
位
円
､
日
)

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号 28

(博
物
館
の
事
業
)

第
３
条
博
物
館
は
前
条
第
１
項
に
規
定
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
､
お
お
む
ね
左
に
掲
げ

る
事
業
を
行
う
｡

１～10
２
博
物
館
は
､
そ
の
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
､
土
地
の
事
情
を
考
慮
し
､
国
民
の
実
生

活
の
向
上
に
資
し
､
更
に
学
校
教
育
を
援
助
し
得
る
よ
う
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

原
因
：
そ
も
そ
も
利
用
者
に
対
し
て
免
除
制
度
の
周
知
が
不
十
分
で
あ
る



企
画
展
の
日
数

契
約
額
(税
抜
)

契
約
額
(税
込
)

業
者

137

32,359,800

33,977,790

Ａ
社

平
成
16年
度

134

32,000,000

33,600,000

Ａ
社

平
成
17年
度

224

35,930,000

37,726,500

Ａ
社

平
成
18年
度

147

22,280,000

23,940,000

Ｂ
社

平
成
19年
度

減
免
後
使
用
料
(月
当
た
り
)

減
免
後
使
用
料

減
免
率

使
用
料
(減
免
適
用
前
)

86,522

1,038,627 60

2,596,568

美
術
館

37,408

448,901 60

1,122,252

博
物
館

※
平
成
18年
度
に
お
い
て
は
､
企
画
展
の
日
数
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
契
約
額
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
｡上
記
の
契
約
金
額
の
推
移
か
ら
は
､
指
名
競
争
入
札
を
導
入
し
た
結
果
､
平
成
19年
度
の
契
約

額
は
､
平
成
18年
度
の
そ
れ
と
比
較
し
て
約
37％
低
下
し
て
い
る
｡
企
画
展
の
日
数
が
減
っ
て
い

る
こ
と
(常
設
展
の
日
数
は
毎
年
度
ほ
ぼ
同
じ
)
を
差
し
引
い
て
も
､
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
｡

本
業
務
委
託
の
主
な
内
容
を
､
仕
様
書
か
ら
抜
粋
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
､
そ
の
性
質

は
全
て
原
材
料
､
機
材
を
伴
わ
な
い
人
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
｡

①
チ
ケ
ッ
ト
売
場
で
の
受
付
・
案
内
業
務

②
常
設
及
び
企
画
展
示
室
受
付
業
務

③
展
示
室
で
の
監
視
業
務

④
観
覧
券
の
発
売
業
務
補
助

⑤
図
録
等
販
売
業
務
補
助

仕
様
書
に
お
い
て
は
､
従
事
者
の
条
件
と
し
て
以
下
を
定
め
て
い
る
｡

①
心
身
健
康
で
明
朗
な
者
で
､
短
大
卒
業
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
と
見
識
を
有
す
る

者
で
あ
る
こ
と
｡

②
素
行
が
良
好
で
美
術
品
の
品
位
を
損
な
う
恐
れ
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

③
美
術
館
業
務
に
理
解
と
関
心
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

④
責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
た
め
､
経
験
知
識
と
統
率
力
の
あ
る
者
を
業
務
主
任
者
と
し
て

２
名
選
任
し
､
契
約
期
間
中
常
時
配
置
す
る
｡

【
意
見
】
受
付
等
業
務
委
託
の
内
容
は
､
そ
の
大
部
分
が
人
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
､
業
者
に
支
払
わ
れ

る
委
託
料
は
､
業
者
の
取
分
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
が
従
事
者
の
給
料
と
な
る
｡

平
成
19年
度
に
指
名
競
争
入
札
を
導
入
し
た
結
果
､
契
約
金
額
が
大
幅
に
低
下
し
た
こ
と
を

先
に
述
べ
た
が
､
通
常
に
考
え
れ
ば
業
者
か
ら
従
事
者
に
支
払
わ
れ
る
給
料
も
低
下
す
る
こ
と

に
な
る
｡
工
事
請
負
契
約
の
よ
う
な
人
的
要
素
の
他
に
原
材
料
､
機
材
等
の
物
的
要
素
を
伴
う

場
合
は
､
安
値
で
原
材
料
等
を
調
達
す
る
等
の
余
地
が
あ
る
が
､
本
件
の
よ
う
な
人
的
要
素
が

大
部
分
を
占
め
る
委
託
契
約
に
つ
い
て
は
､
そ
の
よ
う
な
余
地
が
な
く
､
契
約
金
額
の
低
下
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
従
事
者
の
給
料
に
影
響
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡
さ
ら
に
業
者
間
の
競
争
が

激
化
す
れ
ば
､
最
低
賃
金
に
触
れ
る
よ
う
な
事
態
が
起
き
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
｡

人
的
サ
ー
ビ
ス
が
大
部
分
を
占
め
る
委
託
契
約
に
つ
い
て
は
､
最
低
賃
金
に
触
れ
る
よ
う
な

極
端
な
安
値
入
札
つ
ま
り
従
事
者
の
著
し
い
待
遇
悪
化
を
回
避
し
､
委
託
契
約
の
質
を
確
保
す

る
た
め
､
公
共
工
事
と
同
様
に
最
低
制
限
価
格
を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
｡

ま
た
､
美
術
館
の
受
付
等
業
務
委
託
は
､
単
純
労
務
で
は
な
く
一
定
の
専
門
的
知
識
を
要
す

る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
､
性
質
上
競
争
入
札
に
馴
染
ま
な
い
も
の
と
し
て
随
意
契
約
､
そ
の

サ
ー
ビ
ス
を
４
月
１
日
か
ら
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
､
複
数
年
契
約

(①
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
複
数
年
契
約
､
②
長
期
継
続
契
約
(債
務
負
担
行
為
に
よ
ら
な
い
))

で
の
締
結
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
｡
福
島
県
に
お
い
て
は
､
長
期
継
続
契
約

で
き
る
契
約
に
つ
い
て
｢福
島
県
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る

条
例
｣
に
お
い
て
､
以
下
の
と
お
り
規
定
し
て
い
る
｡

他
自
治
体
に
お
い
て
は
､
長
期
継
続
契
約
で
き
る
契
約
と
し
て
上
記
の
３
つ
の
他
に
､
施
設
の

管
理
業
務
(清
掃
､
人
的
警
備
等
)
を
含
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
､
こ
の
場
合
､
美
術
館
の

受
付
等
業
務
委
託
の
よ
う
な
契
約
も
長
期
継
続
契
約
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
｡
福
島

県
に
お
い
て
も
､
４
月
１
日
か
ら
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
管
理
業

務
に
つ
い
て
は
､
長
期
継
続
契
約
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
｡

５
行
政
財
産
使
用
料
の
免
除

美
術
館
及
び
博
物
館
に
お
い
て
は
､
利
用
者
及
び
職
員
が
利
用
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
(民
間
事
業

者
)
が
入
っ
て
い
る
｡
両
館
と
も
事
業
者
か
ら
行
政
財
産
使
用
料
(い
わ
ゆ
る
家
賃
)
と
管
理
経

費
(光
熱
費
等
の
実
費
分
)
を
徴
収
し
て
い
る
｡

使
用
料
に
つ
い
て
は
｢行
政
財
産
の
使
用
許
可
基
準
｣
で
規
定
さ
れ
た
所
定
の
算
式
で
求
め
ら

れ
る
｡

美
術
館
､
博
物
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
係
る
使
用
料
等

(単
位
円
､
％
､
㎡
)

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号29

地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

)
第
167条

の
17に

規
定
す
る
長
期
継
続
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
は
､
次
に
掲
げ
る
契
約
と
す
る
｡

１
一
般
の
事
務
の
用
に
供
す
る
電
子
計
算
機
､
複
写
機
そ
の
他
の
機
器
(当
該
電
子
計
算

機
に
お
い
て
使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
含
む
｡
)
を
借
り
入
れ
る
契
約

２
前
号
に
規
定
す
る
機
器
の
保
守
点
検
に
必
要
な
役
務
の
提
供
を
受
け
る
契
約

３
庁
舎
等
に
機
器
を
設
置
し
て
行
う
警
備
に
係
る
役
務
の
提
供
を
受
け
る
契
約

福
島
県
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例



公益的見 県行政の側からの必要性

６
公
共
的
団
体
そ
の
他
の
団
体
が
､
社
会
福
祉
､
教

５
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
公
共
団
体
が
､
公

用
､
公
共
用
又
は
公
益
事
業
の
用
に
供
す
る
と
き

(利
益
を
あ
げ
な
い
場
合
に
限
る
｡
)

４
県
の
事
務
事
業
の
推
進
に
密
接
に
関
連
す
る
､
社

会
福
祉
､
教
育
研
究
等
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社

会
一
般
の
福
祉
に
寄
与
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
と

き

３
県
の
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
専
用
電
柱
及
び
専
用

設
備
の
用
に
供
す
る
場
合

２
県
の
職
員
又
は
学
生
若
し
く
は
生
徒
､
入
院
患
者

等
県
の
施
設
を
使
用
す
る
者
の
福
利
厚
生
の
用
に
供

す
る
と
き

１
県
職
員
(教
職
員
及
び
警
察
職
員
を
含
む
｡
)
の

組
織
す
る
消
費
組
合
､
労
働
団
体
､
互
助
団
体
､
共

済
組
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
団
体
又
は
法
人
が
､

そ
の
事
務
事
業
に
供
す
る
と
き

使
用
の
目
的

10／
10以
内

10／
10以
内

10／
10以
内

10／
10以
内

10／
10以
内

免
除
の
限
度

２
使
用
料
の
免
除

条
例
第
３
条
に
規
定
す
る
使
用
料
の
免
除
は
､
次
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

す
る
｡

営
業
時
間

使
用
許
可
面
積

減
免
後
使
用
料
(月
当
た
り
)

減
免
後
使
用
料

減
免
率

使
用
料
(減
免
適
用
前
)

10：
00～
20：
00

174.67

86,522

1,038,627 60

2,596,568

美
術
館

10：
00～
17：
00 80

37,408

448,901 60

1,122,252

博
物
館

美
術
館
及
び
博
物
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
､
次
ペ
ー
ジ
に
示
し
た
｢行
政
財
産
の
使
用

許
可
基
準
｣
の
｢２

県
の
職
員
又
は
学
生
若
し
く
は
生
徒
､
入
院
患
者
等
県
の
施
設
を
使
用
す

る
者
の
福
利
厚
生
の
用
に
供
す
る
と
き
｣
に
該
当
す
る
と
し
て
60％
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
｡

基
準
に
よ
れ
ば
免
除
率
に
つ
い
て
は
､
10／
10以
内
と
さ
れ
て
い
る
が
､
個
別
案
件
に
対
す
る

具
体
的
な
率
は
示
さ
れ
て
い
な
い
｡

教
育
庁
で
作
成
し
た
使
用
許
可
の
書
類
に
よ
れ
ば
､
減
免
率
を
60％
と
し
た
根
拠
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
｡

◆
美
術
館

平成20年５月16日 金曜日 福 島 県 報 号外第43号 30

当該行政財産に係る関連性 公益的見地からの必要性

９
使
用
許
可
の
相
手
方
が
､
当
該
行
政
財
産
を
寄
付

し
､
又
は
そ
の
取
得
の
費
用
の
全
部
若
し
く
は
一
部

を
負
担
し
て
い
る
と
き

８
使
用
許
可
の
相
手
方
が
､
当
該
行
政
財
産
の
維
持

又
は
保
存
の
費
用
(管
理
経
費
は
除
く
｡
)
の
全
部

又
は
一
部
を
負
担
し
て
い
る
と
き

７
公
共
的
団
体
そ
の
他
の
団
体
が
､
文
化
､
体
育
等

の
活
動
で
一
時
使
用
す
る
と
き
(利
益
を
あ
げ
な
い

場
合
に
限
る
｡
)

６
公
共
的
団
体
そ
の
他
の
団
体
が
､
社
会
福
祉
､
教

育
研
究
等
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
会
一
般
の
福

祉
に
寄
与
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
と
き

５
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
公
共
団
体
が
､
公

用
､
公
共
用
又
は
公
益
事
業
の
用
に
供
す
る
と
き

(利
益
を
あ
げ
な
い
場
合
に
限
る
｡
)

４
県
の
事
務
事
業
の
推
進
に
密
接
に
関
連
す
る
､
社

会
福
祉
､
教
育
研
究
等
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社

会
一
般
の
福
祉
に
寄
与
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
と

き

寄
付
し
､
又
は
負
担
し
た

額
の
範
囲
内
の
額
(た
だ

し
､
取
得
後
20年
を
経
過

し
た
場
合
を
除
く
｡
)

負
担
し
て
い
る
額
の
範
囲

内
の
額

10／
10以
内

５
／
10以
内

10／
10以
内

10／
10以
内

美
術
館
､
図
書
館
の
周
囲
に
飲
食
店
が
少
な
く
､
ま
た
､
来
館
者
が
館
内
で
休
憩
､
歓
談
で

き
る
場
所
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
来
館
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
軽
食
喫
茶
営
業
は
必

要
で
あ
る
｡

館
内
で
の
軽
食
喫
茶
は
休
館
日
に
は
営
業
で
き
ず
､
客
層
は
美
術
館
､
図
書
館
来
館
者
が
大

部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

設
置
者
で
あ
る
県
教
委
と
し
て
も
館
内
軽
食
喫
茶
営
業
を
必
要
と
し
て
お
り
､
行
政
財
産
使

用
料
に
つ
い
て
は
以
上
の
理
由
か
ら
業
者
の
経
営
に
つ
い
て
も
勘
案
し
､
６
割
減
免
と
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
行
政
財
産
の
使
用
許
可
基
準
2-2
(免
除
の
限
度
10/10以

内
)
に
基
づ
き
､
使

用
料
の
６
割
を
減
免
す
る
こ
と
と
し
た
い
｡
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◆
博
物
館

両
館
と
も
同
じ
理
由
に
よ
る
免
除
で
あ
る
が
､
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
60％
と
さ
れ
た
か
は

全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
｡

【
意
見
】
両
館
と
も
開
館
以
来
､
減
免
率
を
60％
と
し
て
い
た
が
､
そ
の
具
体
的
な
理
由
､
算
出
根
拠

が
示
さ
れ
て
い
な
い
｡
教
育
庁
で
の
許
可
書
類
に
よ
れ
ば
｢業
者
の
経
営
に
つ
い
て
も
勘
案
し
｣

と
の
記
載
が
あ
る
が
､
実
際
に
は
経
営
状
況
の
分
析
は
さ
れ
て
お
ら
ず
､
理
由
と
し
て
は
成
り

立
た
な
い
と
考
え
る
｡

県
全
体
で
か
な
り
の
行
政
財
産
使
用
料
の
免
除
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
､
案
件
毎
に
調

査
､
分
析
を
行
っ
て
免
除
率
を
決
め
る
こ
と
は
事
務
手
続
上
煩
雑
で
非
効
率
で
あ
り
､
そ
う
で

あ
れ
ば
例
え
ば
､
条
例
及
び
規
則
等
で
ケ
ー
ス
毎
に
一
定
の
減
免
率
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る
方

法
も
あ
る
と
考
え
る
｡

ま
た
､
県
の
使
用
料
の
額
は
､
条
例
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
､
実
態
と
し
て

本
件
の
よ
う
に
任
意
に
減
免
率
を
設
定
で
き
る
こ
と
は
､
現
行
制
度
の
不
備
と
考
え
る
｡

６
指
定
管
理
者
制
度

指
定
管
理
者
制
度
と
は
､
｢公
の
施
設
｣
の
管
理
を
｢法
人
そ
の
他
の
団
体
｣
に
代
行
さ
せ
る

仕
組
み
で
あ
り
､
そ
の
た
め
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
が
平
成
15年
９
月
に
行
わ
れ
た
｡
自
治

体
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
､
従
来
､
公
社
や
公
共
的
団
体
等
に
そ
の
委
託
先
が
限
定
さ
れ
て
き
た
が
､

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
効
率
的
運
営
を
図
る
た
め
に
は
民
間
事
業
者
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅

広
く
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
､
こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制
度
か
ら
､

民
間
の
会
社
法
人
､
N
PO
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
施
設
管
理
者
を
広
く
公
募
す
る
本
制
度

に
切
り
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

福
島
県
に
お
い
て
は
､
平
成
18年
度
か
ら
本
格
的
に
導
入
さ
れ
､
文
化
関
係
の
施
設
で
は
､
福

島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
､
ふ
く
し
ま
海
洋
科
学
館
､
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
等
で
実
績
が

あ
る
｡
こ
れ
ら
の
施
設
に
お
い
て
は
､
実
際
に
､
営
業
日
数
､
利
用
時
間
帯
､
受
付
時
間
の
拡
大

等
の
実
施
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
｡

な
お
､
県
は
平
成
16年
10月
に
策
定
(平
成
19年
２
月
改
訂
)
し
た
｢ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
実

行
計
画
｣
に
お
い
て
､
文
化
三
館
に
つ
い
て
管
理
運
営
等
の
在
り
方
等
の
検
討
を
す
べ
き
施
設
と

位
置
付
け
て
お
り
､
所
管
す
る
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
､
指
定
管
理
者
制
度
も
含
め
検
討
の
段

階
で
あ
る
｡

【
意
見
】
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
､
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
直
営
で
管
理
す
べ
き
と
の
意
見
や
､
文

化
に
費
用
対
効
果
の
考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
は
馴
染
ま
な
い
と
の
議
論
も
あ
り
､
導
入
に
際

し
て
は
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
､
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
､
デ
メ
リ
ッ
ト
の

比
較
､
先
進
事
例
の
検
証
等
を
行
い
､
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
｡
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部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

設
置
者
で
あ
る
県
教
委
と
し
て
も
館
内
軽
食
喫
茶
営
業
を
必
要
と
し
て
お
り
､
行
政
財
産
使

用
料
に
つ
い
て
は
以
上
の
理
由
か
ら
業
者
の
経
営
に
つ
い
て
も
勘
案
し
､
６
割
減
免
と
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
行
政
財
産
の
使
用
許
可
基
準
2-2
(免
除
の
限
度
10/10以

内
)
に
基
づ
き
､
使

用
料
の
６
割
を
減
免
す
る
こ
と
と
し
た
い
｡

博
物
館
の
周
囲
に
飲
食
店
が
少
な
く
､
ま
た
､
博
物
館
の
来
館
者
が
館
内
で
休
憩
､
歓
談
で

き
る
場
所
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
来
館
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
軽
食
喫
茶
営
業
は
必

要
で
あ
る
｡

館
内
で
の
軽
食
喫
茶
は
休
館
日
に
は
営
業
で
き
ず
､
客
層
は
博
物
館
来
館
者
が
大
部
分
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
｡

設
置
者
で
あ
る
県
教
委
と
し
て
も
館
内
軽
食
喫
茶
営
業
を
必
要
と
し
て
お
り
､
行
政
財
産
使

用
料
に
つ
い
て
は
以
上
の
理
由
か
ら
業
者
の
経
営
に
つ
い
て
も
勘
案
し
､
６
割
減
免
と
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
行
政
財
産
の
使
用
許
可
基
準
2-2
(免
除
の
限
度
10/10以

内
)
に
基
づ
き
､
使

用
料
の
６
割
を
減
免
す
る
こ
と
と
し
た
い
｡


